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2015年（平成27年）9月9日

2020年度大学入試改革を見据え、
キャリア教育、グローバル教育、高大接続…
さまざまなことに取り組んでいます！

筑女が見据える、中等教育の未来
「就職の筑女Special」

徹底解剖！筑女生が「就職に強い」理由 http://www.chikushi .ac. jp
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の
俳
句
は
小
林
一
茶
の
俳
句

で
す
。一
茶
は
51
歳
の
時
に
、

遺
産
相
続
の
こ
と
で
、義
弟
の
仙
六

と
争
う
と
い
う
悲
し
い
境
遇
に
あ
り

ま
し
た
。和
解
が
成
立
し
、故
郷
に
安

ら
い
の
場
所
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
に
１
年
を
要
し
て
い

ま
す
。そ
ん
な
秋
の
夜
長
に
、兄
弟
で

お
金
に
関
し
て
争
う
自
身
の
心
に
対

す
る
苦
し
み
が
、心
を
鬼
と
化
し
て

た
け
り
狂
い
、わ
が
身
を
責
め
さ
い
な

む
、そ
れ
が
あ
ふ
れ
て
こ
の
句
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。私
た
ち
に
は
煩
悩
が

あ
り
ま
す
。煩
悩
ゆ
え
に
簡
単
に
怒

り
や
妬
み
に
染
ま
り
や
す
い
も
の
で

す
。何
か
の
き
っ
か
け
で
、簡
単
に
鬼

に
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。友

達
が
嬉
し
そ
う
に
自
慢
を
し
て
き
た

と
き
、表
面
上
は
一
緒
に
喜
び
つ
つ

も
、内
心
心
穏
や
か
で
い
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。思
い
通
り

に
事
が
進
ま
な
か
っ
た
と
き
、心
穏

や
か
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。心
穏
や
か
で
い
ら
れ
な

か
っ
た
原
因
は
煩
悩
ゆ
え
に
怒
り
や

妬
み
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の

で
す
。仏
教
に
は
慚
愧
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。「
慚
」は
自
己
に
対
し
て

恥
じ
る
こ
と
。「
愧
」と
は
他
に
対
し

て
恥
じ
る
こ
と
。つ
ま
り「
慚
愧
」と

は
、自
己
と
向
き
合
い
、自
分
の
心
を

見
つ
め
た
と
き
に
見
え
て
く
る
己
の

内
面
を
反
省
し
て
恥
ず
か
し
く
思
う

こ
と
で
す
。自
己
の
心
と
向
き
合
い
、

反
省
し
て
恥
ず
か
し
く
思
う
心
が
あ

れ
ば
、怒
り
や
妬
み
に
染
ま
る
こ
と

も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。大
切
な
こ
と
は
、い
つ
鬼
に
か
わ

る
か
も
知
れ
な
い
心
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、忙
し
い
と
い
う
こ
と
を
理

由
に
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
目

を
そ
む
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。俳
句
の
季
語
と
し
て

「
夜
長
」、「
長
き
夜
」と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、秋
は
ゆ
っ
く
り
と
自

分
自
身
と
向
き
合
う
の
に
適
し
た
季

節
と
も
い
え
ま
す
。ゆ
っ
く
り
と
自
分

と
向
き
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こころに響くことば 
11

こ

※「法海」とは、仏法の広大なことを海にたとえている言葉です。

【
中
学
校・高
校
宗
教
部
】

今回の表紙は、グローバルアリーナ
（宗像市）で行われた、中学2年生た
ちの「語学研修」のひとコマです。2泊
3日、さまざまな研修プログラムをとお
して、積極的に英語でのコミュニケー
ションに取り組む姿が印象的でした。

「CJ Report（筑紫女学園報）」の 
 バックナンバーはWebサイトで！ 
学園トップまたは、各学校サイト下部のリンク
から、本誌のバックナンバーをご覧いただけます。 
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各学校のマークについて
学校ごとに以下のマーク（色分け）を施しています。

上記以外の記事の色分けは任意で行っています。

大学・短期大学部 高等学校・中学校 幼稚園 生涯学習センター
大・短 高・中 生涯学習幼稚園

学園
学 園

ざ
ん
ぎ

P12

P13

P15

P16

P17

中高OGが語る私の夢への歩き方 「進学の筑女」 ・九州大学 医学部医学科1年  島内 明子 さんの場合

やるネ！筑女生
・大学／ライフル射撃競技で国体連続出場目指す！（野村 七海さん／現代社会学部1年）
・中学校／珠算八段、暗算十段取得を目指して…（後藤 智衣さん／中学2年）

キャンパス通信 
・一部リーグ昇格を果たした「ソフトテニス部」
・「ネパール大地震復興教育支援募金」ご協力のお願い

がんばる！クラブ ～先生に贈るメッセージ～ ・高校／硬式テニス部
クラブ活動の成果 2015.5～8
幼稚園Presents「子育ての極意」 
・これからの季節、気をつけたい「感染症」について（幼稚園／島津 麻里養護教諭）
親子で読みたい！「こころに響く絵本」 
・『せかいいちのおともだち』（保護者 松尾 亜希さん）

CJ People

P2
Special Issue

特集１／中学校・高等学校
2020年度大学入試改革を見据え、
キャリア教育、グローバル教育、高大接続…さまざまなことに取り組んでいます！
筑女が見据える、中等教育の未来
・教職員鼎談「時代が求める教育、すでに実践中」
・OGが語る「筑女で過ごす魅力」

P7 特集２／大学・短期大学部「就職の筑女Special」
徹底解剖！筑女生が「就職に強い」理由
・株式会社三井住友銀行　福岡法人営業部 小森田 祥子さん
・進路支援課課長が語る「本学就活に向けた取り組み」

CJ Topics

P18 CJ フォトピックス ～写真で見る筑女生の「今」～
CJ Information

P21

P23
平成26年度 決算報告
・2016（平成28）年度 入学試験要項
・2015（平成27）年度後期  筑紫女学園大学 公開講座開催情報
・筑紫女学園からのお知らせ
・先生方の著作紹介

この内容は、高等学校・中学校のWebサイト「今月のことば」に掲載されています。
「今月のことば」とは、毎月はじめ、高等学校・中学校の全校生徒に配布している
“こころに響くことば”です。皆さまもぜひご一読ください。

▶アクセスはこちらから！
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/kotoba/2015.php
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筑
女
が
見
据
え
る
、中
等
教
育
の
未
来

高・中
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筑女が見据える、

中等教育の未来
この数年、私立中学校・高等学校の「高大接続」に対する取り組みが模索される中、昨年12月には、
中央教育審議会より、2020年を目途とする「高大接続改革」が発表されました。筑紫女学園中学校・高
等学校では、時代の要請にどう応えるのか―。その答えを、進路指導に当たる教職員の鼎談と卒業
生の言葉から明らかにします。

中学校・高等学校
特集１ 筑女が見据える、筑女が見据える、特集１

2020年度大学入試改革を見据え、
キャリア教育、グローバル教育、高大接続…さまざまなことに取り組んでいます！

今回、モデルを務めてくれた
のは、江口奈那さん（高校3
年）・舞さん（中学1年）の姉
妹。本校には彼女たちのよう
に、姉妹で通う生徒が大勢
います。これも信頼の証と言
えるのではないでしょうか。



以
来
、校
訓「
自
律・和
平・感

恩
」を
実
践
す
る
こ
と
で
、そ
う

いった
力
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

各
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の

姿
が
そ
の
証
だ
と
思
い
ま
す
。

小
山　
同
感
で
す
。ま
た
、小
論

文
の
導
入
や
医
学
部
医
学
科
の

理
科
３
科
目
受
験
な
ど
、こ
れ

ま
で
の
入
試
改
革
に
い
ち
早
く

対
応
し
て
き
た
実
績
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
は
、今
年
度
か
ら

「
新・中
高
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も

教
育
、大
学
教
育
、そ
し
て
そ
の

間
に
あ
る
大
学
入
試
の
問
題
を

一
体
的
に
改
革
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

堀　
勉
強
だ
け
で
な
く
、生
き

る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
高
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る

本
校
に
お
い
て
は
、中
学
か
ら
そ

の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
し
て
、本
校
で
は
創
立

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
も
そ

も
、一
人
ひ
と
り
の
学
力
を
最

大
限
に
伸
ば
す
べ
く
、ス
タ
ー
ト

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、奇
し

く
も
現
１
年
生
は
、新
入
試
の

年
に
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、本
校
に
と
っ
て

時
代
に
応
え
得
る
体
制
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
大
き
な
チャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
す
。

堀　
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
成
績

上
位
者
に
よ
る
特
別
選
抜
ク
ラ

ス
を
設
け
て
い
ま
す
が
、明
る
く

素
直
で
一
生
懸
命
な
の
は
特
別

選
抜
ク
ラ
ス
も
進
学
ク
ラ
ス
も

同
じ
で
す
。み
ん
な
筑
女
に
夢
や

希
望
を
いっぱ
い
持って
入
学
し

て
く
れ
た
生
徒
た
ち
な
の
で
、

ど
の
生
徒
に
も
進
路
を
実
現
し

て
ほ
し
い
と
願って
い
ま
す
。

小
山　
両
ク
ラ
ス
で
は
授
業
や

テ
キ
ス
ト
が
異
な
り
、定
期
試
験

小
山　
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ

た
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

（※

１
）に
つ
い
て
、友
重
先
生
は

ど
う
お
考
え
で
す
か
？

友
重　
大
学
入
試
改
革
が
大
き

な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、最

も
重
要
な
の
は
、大
学
入
試
の

改
革
に
よ
って
高
等
学
校
教
育

と
大
学
教
育
の
一
体
的
な
改

革
を
目
指
し
て
い
る
点
だ
と
思

い
ま
す
。社
会
が
変
容
し
、地
球

規
模
の
問
題
も
深
刻
化
す
る

中
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、主
体
的
に

学
び・考
え
る
力
や
、予
想
外
の

事
態
を
自
ら
乗
り
越
え
て
い
く

力
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し

て
活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
く
姿
勢
な
ど
が
よ
り

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。そ
う
し
た
こ
と
を
背

景
に
、今
後
必
要
と
な
る
力
を

育
て
る
た
め
に
は
、高
等
学
校

Special Issue

時
を
同
じ
く
始
動
し
た

中
高一貫
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

時
代
が
求
め
る
教
育
は
す
で
に
実
践
中
。

こ
の
先
は
取
り
組
み
を
体
系
化
し
、さ
ら
な
る
強
化
を
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筑
女
が
見
据
え
る
、中
等
教
育
の
未
来

高・中

教職員鼎談

この先の大学入試改革に向けて、本校ですでに実践してきたこと、これから取り組むことなど、校内ではさまざまなことが推し進められていることが
分かった鼎談となりました。

友重 雄一郎教
諭

高校進路指導
部長

（数学）

堀 安希教諭
中学１年学年

主任
（理科）

小山 博之教諭
中学２年学年

主任
（数学）

大学入学者選抜改革の全体像（イメージ）

就
職
等

専
門
学
校
等

幼稚園・保育所・認定こども園

小・中学校

高等学校

「
生
き
る
力
」「
確
か
な
学
力
」を
確
実
に
育
成

選
抜
性
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、学
力
に
つ
い
て
は
、ア
ド

ミッ
ショ
ン・ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、学
力
の
三
要
素※

を

踏
ま
え
た
総
合
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
重
要
。特
に
改

革
が
必
要
な
点
は
右
記
の
通
り
。

※知識･技能、思考力・判断力･表現力、主体性･多様性･協働性

大学
大学教育の質的転換の断行

初年次教育
アドミッション・ポリシーに基づく

多元的評価を重視した個別選抜の確立
調査書、活動報告
書、面接等を活用
し、大学教育に求
められる水準の学
力を確保

大学入学希望者学
力評価テストを活
用し、思考力･判断
力･表現力等を含
む学力を評価

主体性･多様性･協
働性等を含む学力
を高水準で評価
（自分の考えに基づ
き論を立てて記述
する形式を含む）

特定分野
に卓越し
た者の選
抜

大学入学希望者 学力評価テスト

高等学校基礎学力テスト（仮称）
高等学校教育の質の確保・向上

●出典：「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について～すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に
　花開かせるために～（答申）」（中央教育審議会／平成26年12月22日）資料より



「
大
切
な
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
本
校
が
行
っ
て
き
た

取
り
組
み
を
今
回
の
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に

整
理・発
展
さ
せ
る
こ
と
で
す
」と
友
重
教
諭
。

が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、本
校

で
は
創
立
以
来
、校
訓「
自
律
・

和
平
・
感
恩
」を
実
践
す
る
こ

と
で
、そ
う
い
っ
た
力
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。各
分
野
で
活
躍

す
る
卒
業
生
の
姿
が
そ
の
証

だ
と
思
い
ま
す
。

小
山　

同
感
で
す
。ま
た
、小

論
文
の
導
入
や
医
学
部
医
学

科
の
理
科
３
科
目
受
験
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
入
試
改
革
に
い
ち

早
く
対
応
し
て
き
た
実
績
も

め
に
は
、高
等
学
校
教
育
、大

学
教
育
、そ
し
て
そ
の
間
に
あ

る
大
学
入
試
の
問
題
を
一
体

的
に
改
革
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

堀　

勉
強
だ
け
で
な
く
、生
き

る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

ね
。中
高
一
貫
教
育
を
行
っ
て

い
る
本
校
に
お
い
て
は
、中
学

か
ら
そ
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、今
年
度

か
ら「
新・中
高
一
貫
プ
ロ
グ
ラ

ム
」も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、一
人
ひ
と
り
の
学

力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
べ
く
、

ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
が
、奇
し
く
も
現
１
年
生

は
、新
入
試
の
年
に
受
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、本
校
に
と
っ
て
時
代
に
応

え
得
る
体
制
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。

堀　
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
成
績

上
位
者
に
よ
る
特
別
選
抜
ク
ラ

ス
を
設
け
て
い
ま
す
が
、明
る

く
素
直
で
一
生
懸
命
な
の
は

特
別
選
抜
ク
ラ
ス
も
進
学
ク
ラ

ス
も
同
じ
で
す
。み
ん
な
筑
女

に
夢
や
希
望
を
い
っ
ぱ
い
持
っ

て
入
学
し
て
く
れ
た
生
徒
た

小
山　

昨
年
12
月
に
発
表
さ

れ
た
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申（※

１
）に
つ
い
て
、友
重
先

生
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

友
重　

大
学
入
試
改
革
が
大

き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す

が
、最
も
重
要
な
の
は
、大
学

入
試
の
改
革
に
よ
っ
て
高
等
学

校
教
育
と
大
学
教
育
の
一
体

的
な
改
革
を
目
指
し
て
い
る
点

だ
と
思
い
ま
す
。社
会
が
変
容

し
、地
球
規
模
の
問
題
も
深
刻

化
す
る
中
、こ
れ
か
ら
の
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、主

体
的
に
学
び・考
え
る
力
や
、予

想
外
の
事
態
を
自
ら
乗
り
越

え
て
い
く
力
、グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
対
応
し
て
活
力
あ
る
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
姿

勢
な
ど
が
よ
り
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ

う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、今
後

必
要
と
な
る
力
を
育
て
る
た
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時
を
同
じ
く
始
動
し
た

中
高
一
貫
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

時
代
が
求
め
る
教
育
は
す
で
に
実
践
中
。

こ
の
先
は
取
り
組
み
を
体
系
化
し
、さ
ら
な
る
強
化
を
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筑
女
が
見
据
え
る
、中
等
教
育
の
未
来

高・中

│Topics│ 今夏、中１特別選抜クラスでは「特別講座」を実施しました

　中学校では7月24日～29日の4日間、「特別
選抜クラス特別講座」を実施しました。これ
は、今年度より始まった「中高一貫新クラス
編成プログラム」の一環として、「特別選抜ク
ラス（中学1年1組）」の生徒を対象に、より高
度な内容の授業を受講してもらうという、初
めての試みです。
　九州工業大学 情報工学部機械情報工学科
より、永山勝也准教授をお招きし、美容・健
康、死因、再生医療の視点から、外からは見
えにくい体内現象を理論計算で予測するた
めの考え方やその方法について、超高倍率
のルーペを使用した実験を交えながら「観察
と物理計算で明かす体の不思議」を体感す
るといった、従来、高校生向けの「追夢講座」
で行っていたようなテーマの授業を展開し
ました。加えて、卒業生や在校生の先輩方か

ら様々なアドバイスをしてもらいました。九
州大学理学部生物学科４回生の先輩から、
大学でどのような研究をしているのかという
ことや、これから自分の進路を決めるにあ
たって、中学時代にどのようなことに気をつ
けて過ごしていけばいいのか、ということを
お話ししていただきました。また、中学２年

生の先輩方からは、具体的な勉強の方法な
どについて適切な助言をしてもらい、授業の
終わりには、積極的に質問が飛び出し、大変
有意義な時間となったようです。
　今回、講座を受講した生徒たちは、今勉強
していることが、将来どのようなことに役立
つかを噛みしめながら、いずれの講座も興

今回の鼎談を読み解く
Keywords

【1.中央教育審議会答申】
014年12月、「すべての若者が夢や目標
を芽吹かせ、未来に花開かせるために」

として発表。現行の大学入学者選抜の影響下
にある高等学校教育と大学教育の課題に鑑
みて、育むべき「生きる力」と「確かな学力」を
明確化し、新しい時代にふさわしい高大接続
の実現に向けた、高等学校教育、大学教育、大
学入学者選抜の一体改革を急務として提言し

２

【2.女子教育】
紫女学園中学校・高等学校では、女子教
育に不可欠な、一人ひとりのメンタリ

ティーを見定めたきめ細かな指導を実践。国
公立大学や難関私立大学、医歯薬系大学等へ
の進学にとどまらず、「自分らしく社会で活躍
できる女性」への礎とすべく、個々に異なる
「伸びのツボ」を探り、女性の「共感脳」に働き
かけ、生き方そのものへの考えをも促す。

筑

【3.アクティブラーニング】
来の教員による一方向的な講義形式の
教育とは異なり、学修者が主体性を持っ

て多様な人々と協力しながら問題を発見し、
答えを見出していく能動的な教授・学習法の
総称。具体的には、体験学習や調査学習、教室
内でのグループ・ディスカッション、ディベー
ト、グループ・ワークなどが挙げられる。

従

中学2年生の先輩たちは、自らの中１時代を振り返りな
がら、中１生にアドバイス。

九州工業大学の先生をお招きし、身近なものを使った
実験から、体の不思議を体感した特別授業のひとコマ。

教職員鼎談

この先の大学入試改革に向けて、本校ですでに実践してきたこと、これから取り組むことなど、校内ではさまざまなことが推し進められている
ことが分かった鼎談となりました。

本校の「新・中高一貫プログラム」

友重 雄一郎
教諭

高校進路指
導部長

（数学）

堀 安希教諭

中学１年学
年主任

（理科）

小山 博之教
諭

中学２年学
年主任

（数学）

中学1・2年次は成績上位者のクラスを「特別選抜クラス」に、中学3年次～高校3年次
は、成績上位者2クラスを「特別選抜クラス」「選抜クラス」とし、習熟度別クラス編成を
より充実させました。生徒一人ひとりの学力に応じた学習内容、および先取り学習に
より、学習指導を徹底すると共に、「職業講演会」「追夢講座」など、将来の進路につい
てしっかり考える機会も設けています。

大学入学者選抜改革の全体像（イメージ）

就
職
等

専
門
学
校
等

幼稚園・保育所・認定こども園

小・中学校

高等学校

「
生
き
る
力
」「
確
か
な
学
力
」を
確
実
に
育
成

選
抜
性
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、学
力
に
つ
い
て
は
、ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、学
力
の
三
要
素

※

を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
重
要
。

特
に
改
革
が
必
要
な
点
は
右
記
の
通
り
。

※知識･技能、思考力・判断力･表現力、主体性･多様性･協働性

大学
大学教育の質的転換の断行

初年次教育

アドミッション・ポリシーに基づく
多元的評価を重視した個別選抜の確立

調査書、活動報告
書、面接等を活用
し、大学教育に求
められる水準の学
力を確保

大学入学希望者学
力評価テストを活
用し、思考力･判断
力･表現力等を含
む学力を評価

主体性･多様性･協
働性等を含む学力
を高水準で評価
（自分の考えに基
づき論を立てて記
述する形式を含

特定分野
に卓越し
た者の選
抜

大学入学希望者 学力評価テスト

高等学校基礎学力テスト（仮称）
高等学校教育の質の確保・向上

す
べ
て
の
生
徒
の
進
路
を

実
現
す
る
た
め
に
、今

が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、本
校

で
は
創
立
以
来
、校
訓「
自
律
・

和
平
・
感
恩
」を
実
践
す
る
こ

と
で
、そ
う
い
っ
た
力
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。各
分
野
で
活
躍

す
る
卒
業
生
の
姿
が
そ
の
証

だ
と
思
い
ま
す
。

小
山

論
文
の
導
入
や
医
学
部
医
学

科
の
理
科
３
科
目
受
験
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
入
試
改
革
に
い
ち

早
く
対
応
し
て
き
た
実
績
も

の実現に向けた、高等学校教育、大学教育、大
学入学者選抜の一体改革を急務として提言し

紫女学園中学校・高等学校では、女子教
育に不可欠な、一人ひとりのメンタリ

ティーを見定めたきめ細かな指導を実践。国
公立大学や難関私立大学、医歯薬系大学等へ
の進学にとどまらず、「自分らしく社会で活躍
できる女性」への礎とすべく、個々に異なる
「伸びのツボ」を探り、女性の「共感脳」に働き

共通コース
理

理Ⅲ
理Ⅱ
理Ⅰ
文Ⅱ文Ⅱ
文Ⅰ文Ⅰ

第１段階 「基礎学力を育む」 第２段階 「実力を大きく伸ばす」 第３段階 「実力を確立する」

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

コンセプト

学 年

〈 本校６年間の「学びのプログラム」 〉

特別選抜クラス 特別選抜クラス 特別選抜クラス 特別選抜クラス 特別選抜クラス 特別選抜クラス

選抜クラス 選抜クラス 選抜クラス 選抜クラス
進学クラス 進学クラス

進学クラス 進学クラス 進学クラス 進学クラス

▶

１組

２組

３組
～

中学学習内容 発展学習 高校学習内容 大学受験演習

ク
ラ
ス
編
成

文Ⅰ：私立大学文系志望者コース　文Ⅱ：国公立大学文系志望者コース
理：国公立大学・私立大学理系、看護･医療系志望者コース

　理Ⅰ：私立大学理系志望者コース　理Ⅱ：看護・医療系志望者コース　理Ⅲ：国公立大学理系志望者コース

高校2年次からの
「文系／理系」
選択について
考えていきます

心も体も大きく成長する中学時代に、
自主的な学習習慣を身につけます。

「職業講演会」や大学の「出張講座」などで、
将来の進路についてしっかり考える

機会を設けます。

「
卒
業
生
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る

姿
に
、本
校
の
教
育
が
確
実
に『
生
き
る
力
』を
養

え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
語
る
堀

学習内容

より高度な内容の授業とともに
将来を考えるための特別授業も

●出典：「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について～すべての若者が夢や目標を芽吹かせ、未来に
　花開かせるために～（答申）」（中央教育審議会／平成26年12月22日）資料より
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か
が
問
わ
れ
ま
す
。そ
れ
に
対
し

て
、建
学
の
精
神
に
基
づ
く
人

間
教
育
と
い
う
明
確
な
答
え
を

持
って
い
る
の
が
筑
女
の
強
み
。

私
学
の
共
学
化
が
相
次
い
だ
時

も
、女
子
教
育（※

２
）に
心
血

を
注
い
で
き
た
歴
史
を
振
り
返

る
好
機
と
し
、女
子
教
育
の
重

要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

小
山　
医
療
系
を
志
望
す
る
生

徒
の
多
く
が
語
る
、「
命
の
尊
さ

を
学
ん
だ
筑
女
の
宗
教
教
育
が

私
の
ベ
ー
ス
。人
の
た
め
に
力
を

尽
く
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と

い
う
想
い
も
、大
人
と
し
て
、社

会
人
と
し
て
の
基
盤
に
な
る
で

し
ょ
う
。

堀　
本
校
の
生
徒
た
ち
に
は
、

授
業
、部
活
動
、学
校
行
事
な

ど
活
躍
の
場
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き

な
も
の
や
自
分
の
長
所
を
見
つ

け
て
磨
き
つ
つ
、生
徒
同
士
互
い

に
高
め
合
い
、そ
し
て
、自
ら
課

題
を
見
つ
け
、解
決
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。今
後

は
、高
等
学
校
教
育
改
革
に
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
、ア
ク
ティ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ（※
３
）に
学
年
と

し
て
取
り
組
み
、主
体
的
な
活

動
や
協
働
的
な
学
び
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

友
重　
今
回
の
大
学
入
試
改
革

は
、こ
れ
ま
で
本
校
の
各
部
署

が
行
っ
て
き
た
数
々
の
取
り
組

み
を
集
約
し
て
体
系
化
す
る
好

機
。答
申
の
示
唆
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
に
照
ら
す
と
、本
校
に
は
す

で
に
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
自
信
を
持って
、筑
女

の
教
育
を
発
信
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

で
も
２
割
の
問
題
を
変
え
て
い

る
も
の
の
、最
終
的
に
は
す
べ
て

の
生
徒
の
夢
を
実
現
す
る
の
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
す
か
ら

ね
。ま
た
、中
学
２
年
生・３
年
生

に
対
し
て
も
、様
々
な
研
修
や
検

定
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、ハ

イ
レ
ベ
ル
な
講
座
な
ど
に
よ
り
、

先
取
り
で
き
る
教
育
内
容
は
、ど

ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す。

友
重　
中
等
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
わ
れ
ば
変
わ
る
ほ

ど
、ど
う
い
う
生
徒
を
育
て
る
の

本校における「グローバル教育」への取り組み（例）

筑
女
が
見
据
え
る
、中
等
教
育
の
未
来

高・中

建
学
の
精
神
を
礎
に

明
日へと
輝
く
人
財へ

中学２年次の夏休みに実施す
る「サマー語学研修」ではアメリ
カの大学生と3日間、また、中学
３年次の「オーストラリア語学研
修」では、現地で7泊8日を過ご
しながら、英語によるコミュニ
ケーション力を高めると共に異
文化への理解を深め、国際的
な広い視野を身につけます。

グローバル人財への第一歩となる
語学力の基礎を身につけます

語学研修（中学校）

イギリスのオックスフォード大
学、バース大学での授業や世
界遺産などでのフィールドワー
クを行う１０日間。実践的なディ
スカッション中心の授業をとお
し、英語力のみならず、異文化
への理解、自分の意見を伝える
力、論理的に思考する力を養
います。

語学力だけでなく、
人間・歴史・文化などへの造詣も深めます

英国研修（高校）

デラウェア大学での英語レッスンのほか、ハーバード大学、MIT（マサ
チューセッツ工科大学）訪問、ワシントンD.C.での研修を行います。世
界を牽引する「知」の拠点での体験をとおし、「世界観の醸成」「リー

ダーシップ」「コミュニケーション
力」を養います。生徒たちは「リ
ベラルアーツ教育」の基礎を体
感することで、帰国後、夢や志
を実現するための努力に結び
つく、大きな刺激を得る経験が
できます。

世界を牽引する「知」の拠点を体感する米国研修
グローバルリーダー養成講座（高校）

アメリカなどのトップクラスの大学生と、少人数でのディスカッションや
プロジェクトワークを、ファシリテーターの指導のもと、協働しながらす
べて英語で行います。本プログラムをとおして、グローバル社会で活躍

する上で不可欠な「クリティカル
シンキング力」「ロジカルシンキ
ング力」「コミュニケーション力」
「広い視野」「リーダーシップ」な
どを身につけ、人生を前向きに
とらえ、大きな夢に向かって努
力する姿勢を身につけます。

アメリカのトップクラス大学生と協働体験！
エンパワーメントプログラム（高校）

女子教育の必要性を改めて発信すべく、昨年度より「女子教育プロジェクト」を発足させ、さま
ざまな議論を重ねているという話も飛び出しました。

「
こ
れ
ま
で
も
大
学
入
試
の
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
た

び
に
、本
校
で
は
い
ち
早
く
対
応
し
て
き
ま
し
た

し
、今
回
の
入
試
改
革
に
も
充
分
対
応
し
て
い
ま

す
」と
小
山
教
諭
。
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筑女で良かった！ ～社会で輝く卒業生たち～

OGs’ Voice！

鼎談にもあったとおり、これまでもこの先も、時代が求める教育を実践し続けている本校。
それは、現在、社会で活躍中のOGたちによる「筑女時代を振り返っての声」からも伺い知ることができます。

自
分
を
自
由
に
表
現
で
き
る
環
境
の
中
で

見
つ
け
た
〝
私
ら
し
い
〞
生
き
方

● 

フィニッシ
ン
グ
ス
ク
ー
ル イ
ン
フィニ

副
校
長・三
浦 

由
加
里
さ
ん

は
現
在
、マ
ナ
ー
や
礼
儀
作
法
を
学
ぶ〝
フィ
ニ
ッ
シ
ン
グ
ス
ク
ー

ル 

イ
ン
フィ
ニ
〞の
副
校
長
を
務
め
て
い
ま
す
。大
人
の
女
性
と

し
て
必
要
な
礼
儀
作
法
や
文
化
・
教
養
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、自
分

自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
、自
分
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
で
、

レ
ッ
ス
ン
を
と
お
し
て
、た
く
さ
ん
の
受
講
生
と
お
会
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
の
原
点
は
、筑
紫
女
学
園
で
過
ご
し
た
高
校
生
活
に
あ

り
ま
す
。正
直
言
う
と
、そ
れ
ま
で
男
女
共
学
校
に
通
っ
て
い
た
私
は
、

女
子
校
へ
の
進
学
に
気
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、実
際
に
通
っ

て
み
て
、そ
の
想
い
は
変
わ
り
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、筑
女
が「〝
自
分
〞

を
思
いっ
き
り
表
現
で
き
る
場
所
」だ
っ
た
か
ら
で
す
。中
学
校
ま
で

は
、何
か
に
つ
け
て
、男
子
が
先
で
男
子
が
中
心
。ち
ょっ
と
目
立
つ
と

〝
生
意
気
〞扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
で
し
た
の
で
、い
つ
も
遠
慮
し
て

い
ま
し
た
。そ
れ
が
、〝
異
性
の
目
〞か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
で
、自
分
の

意
見
や
考
え
を
持
ち
、自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
、ま
た
、学
校
行
事

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、女
性
の
力
を
信
じ
、活
躍
で

き
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
で
き
た
こ
と
は
、そ
の
後
の
私

の
生
き
方
へ
の
道
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
人
間
関
係
、考
え
方
や

生
き
方
の
根
底
に
は
、価
値
観
や
想
い
を
共
感
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
も
、協
力
す
べ
き
場
面
で
は

一
致
団
結
で
き
た「
信
頼
で
き
る
人
と
の
出
会
い
」が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。筑
女
で
出
会
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
友
人
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
全
国

で
活
躍
し
て
お
り
、当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
と
は
、今
で
も
お
付

き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。筑
女
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
人
と

の
ご
縁
は
、25
年
経
っ
た
今
で
も
大
切
な
私
の
財
産
で
す
。

● 

株
式
会
社
ア
ン・オ
ー

代
表
取
締
役・田
中 

花
木
さ
ん

は
、筑
女
時
代
か
ら
放
送
関
係
の
仕
事
に
憧
れ
て
、卒
業
後
は

東
京
の
大
学
に
進
み
、そ
の
後
、Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
で
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
職
を
皮
切
り
に
、現
在
に
至
る
ま
で〝
伝
え

る
〞仕
事
に
就
い
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
は
、企
画
立
案
・
運
営
会

社
の
代
表
と
し
て
、テ
レ
ビ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
番
組
企
画
・
制
作
や

イ
ベ
ン
ト
制
作
・
Ｐ
Ｒ
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。簡
単
に
言
え
ば
、商

品
な
ど
の
良
さ
を
伝
え
、受
け
取
る
方
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
も

ら
う
た
め
の
お
手
伝
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、反
響
が
ダ
イ
レ
ク

ト
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
点
で
は
す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
の
原
点
は
筑
女
時
代
に
あ
り
ま
し
た
。筑
女
に
入
学
し

て
最
初
に
気
づ
い
た
こ
と
は
、男
女
に
関
係
な
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
た
り
、主
体
的
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
取
り
組
め
る
環

境
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。当
時
、私
が
所
属
し
て
い
た
放
送
部
で
は
、

拙
い
な
が
ら
も
自
分
た
ち
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
ー
番
組
を
企
画
・
制
作
し

た
り
し
ま
し
た
が
、誰
か
に
止
め
ら
れ
る
と
いっ
た
こ
と
も
な
く
、や
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
精
一
杯
、自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
環
境
で

し
た
し
、全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、何
か
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う

成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
自
信
に
繫
が
る
こ
と
を
、身
を
も
っ
て
知
っ

た
３
年
間
で
し
た
。ま
た
、当
時
の
先
輩
方
の
活
躍
を
見
な
が
ら
、自

分
も
が
ん
ば
れ
ば
夢
に
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
も
、自
分
の
大
学
選
び
か
ら
就
職
活
動
に
ま
で
繫
が
り
ま

し
た
し
、と
に
か
く
自
分
で
や
っ
て
み
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う

生
き
方
が
身
に
つ
い
た
の
も
、筑
女
時
代
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
も
、人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
お
仕

事
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
ね
。

● 

慶
應
義
塾
大
学 

法
学
部
政
治
学
科

3
年・阿
部 

桃
子
さ
ん

あべ・ももこ●本校在籍時の2012年、それま
で続けてきたボーイスカウト活動における業
績が認められ、ボーイスカウトの最高憲章で
ある「富士章」を受章。現在、慶應義塾大学
法学部政治学科に在学中。

学
生
活
の
前
半
を
振
り
返
る
と
、自
分
の
好
奇
心
は
常
に
世
界

に
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
訪
れ
た
南
米
、ネ
パ
ー
ル
、北
欧
な
ど
、

ど
こ
に
い
て
も
、“Discovering the undiscovered”

と
い
う
価
値
観
を

大
切
に
、未
知
な
自
然
や
人
と
の
出
会
い
な
ど
新
し
い
見
地
に
触
れ
て

き
ま
し
た
。大
学
１
年
の
時
に
は
移
民
研
究
の
た
め
に
南
米
に
短
期
留

学
し
、大
学
２
年
の
夏
に
は
ネ
パ
ー
ル
と
ブ
ー
タ
ン
に
１
カ
月
間
滞
在

し
、環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
、木
と
石
で
で
き
た
家
に
家
族
５
人
で
住
む
ホ
ス
ト
シ
ス

タ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。彼
女
の
部
屋
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
英
英
辞
典

が
あ
り
、貧
し
い
環
境
で
も
努
力
す
る
彼
女
に
頭
が
下
が
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。そ
の
夜
、彼
女
と
互
い
の
政
治
観
や
民
族
性
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
た
。仏
教
国
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
は
、民
族
性
や
政
治
観
が
日
本
と

類
似
す
る
点
が
多
く
、彼
女
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
合
え
た
気
が
し
ま
す
。

互
い
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、素
直
な
意
見
と
し
て
受
け
入
れ
合
う
心
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。手
を
合
わ
せ
て
感
謝
す
る
心
や
、仏
教
へ
の
理
解
な

ど
、筑
女
で
培
っ
た「
自
律・和
平・感
恩
」と
い
う
校
訓
は
、そ
の
よ
う
な

形
で
海
外
に
行
く
た
び
に
試
さ
れ
、活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、大
学
で
は
戦
後
日
本
外
交
史
と
国
際
政
治
を
専
門
に
論
文

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。あ
る
事
象
を
考
え
る
と
き
に
、自
国
外
に
出
て
初

め
て
得
る「
も
の
の
見
方
」を
単
な
る
共
感
に
留
め
ず
、〝
ネ
パ
ー
ル
の
仲

間
は
こ
う
考
え
る
の
か
な
〞な
ど
と
、自
ら
の
経
験
か
ら
得
た「
も
の
の

見
方
」と
対
話
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。そ
こ
か
ら
、自
分
の
考
え

や
意
見
も
深
化
し
、生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。在

校
生
の
皆
さ
ん
も
様
々
な
価
値
観
に
触
れ
、自
分
の
考
え
を
深
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

主
体
性
と
実
行
力
が
身
につ
い
た

筑
女
で
の
３
年
間

筑
女
で
培った
校
訓
や
仏
教への
理
解
は

海
外
に
い
く
た
び
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

私

私

大

みうら・ゆかり●本校卒業後、西南学院大学
経済学部国際経済学科を卒業。現在はフィ
ニッシングスクール・インフィニの副校長として
活躍中。今年、本校の「スマイルCJプロジェク
ト」にて、在校生におもてなしの基本をレク
チャー。  【URL】http://www.fs-infini.com/

たなか・はなき●本校卒業後、法政大学文学
部日本文学科を卒業。NBC長崎放送でアナ
ウンサー／ディレクター、CSチャンネルの立ち
上げ、テレビショッピングチャンネルQVCのナ
ビゲーターなどを経て、現在は株式会社ア
ン・オーの代表取締役を務める。



　
福
岡
は
、国
内
の
主
要
都
市

（
大
阪
、東
京
な
ど
）と
、東
ア
ジ

ア
の
主
要
都
市（
ソ
ウ
ル
、上
海
、

北
京
な
ど
）の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
し
て
お
り
、国
内
は
も
と
よ
り

東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
望
む
お

客
さ
ま
が
多
く
い
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
。三
井
住
友
銀
行
の
福
岡
法

人
営
業
部
は
、多
様
化
す
る
お

客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の

後
方
支
援
が
小
森
田
さ
ん
の
ミ

ッショ
ン
。法
人
事
務
を
担
当
し
、

営
業
担
当
者
を
バック
アップ
し

て
い
ま
す
。

　
「
福
岡
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
事

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
お

客
さ
ま
が
多
い
の
で
、事
務
的
サ

ポ
ー
ト
と
は
い
え
、多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、営
業
担
当
者
に
思
い

切って
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、〝
迅
速・丁
寧・正
確
〞
な

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ミュニ
ケ
ー

ション
も
大
切
で
す。世
界
的
マー

ケ
ッ
ト
の
動
き
を
視
野
に
戦
略

を
立
て
る
お
客
さ
ま
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
理
解
す
べ
く
、ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す｣

　
そ
ん
な
小
森
田
さ
ん
が
笑
顔

に
な
る
の
は
、お
客
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
時
と
の
こ
と
。

　

｢

直
接
お
客
さ
ま
と
お
会
い
す

る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

お
電
話
で
、書
類
の
書
き
方
な

ど
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は
度
々

あ
り
ま
す
。お
答
え
し
て『
あ
り

が
と
う
』と
言
って
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
て
良
かった
な
、と
思

い
ま
す｣

　
仕
事
に
つ
い
て
語
る
小
森
田

さ
ん
か
ら
は
、前
向
き
な
想
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
って
き
ま
す
。

で
は
、元
々
金
融
機
関
への
就
職

を
希
望
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。そ
う
尋
ね
る
と
、意
外
な
答

え
が
返って
き
ま
し
た
。就
職
活

動
を
始
め
た
頃
は
将
来
へ
の
軸

が
定
ま
ら
ず
、焦
る
ば
か
り
だっ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

｢

活
動
が
解
禁
に
な
る
と
同

時
に
動
き
始
め
ま
し
た
が
、自
己

分
析
と
いった
土
台
が
で
き
て
い
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グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
毎
日

筑
女
生
が「
就
職
に
強
い
」理
由
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大・短

徹
底
解
剖
！
筑
女
生
が「
就
職
に
強
い
」理
由

焦
り
を
乗
り
越
え
て

見
つ
け
た
将
来への
軸

徹
底
解
剖
！

｢
就
職
の
筑
女｣

と
呼
ば
れ
て
久
し
い
、筑
紫
女
学
園
大
学・短
期
大
学
部
。そ
の
理
由
を
検
証
す
べく
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
と
フィナ
ン
シャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
総
合
力・

ソ
リュー
ショ
ン
力
で
他
行
と
一線
を
画
す

｢

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行｣

で
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、小
森
田
祥
子
さ
ん
と
上
司
の
沢
畠
洋
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、就
職
支
援
に
向
け
た
筑
女
の
想
い
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
番
望
ん
だ
場
所
に
い
る
。

だ
か
ら
毎
日
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行 

福
岡
法
人
営
業
部
　
小
森
田 

祥
子
さ
ん （
平
成
25
年
卒
）

OG
インタビュー

就職の筑女

Special

第２特集
大学・短期大学部

な
い
状
態
だった
の
で
、熱
心
に

活
動
す
る
友
達
の
姿
に
焦
燥
感

が
募
る
ば
か
り
だ
った
ん
で
す
。

そ
こ
で
、進
路
支
援
課
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。

筑
女
の
進
路
支
援
課
は
学
科
担

当
制
で
、ス
タッフ
の
方
が
いつ
も

気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
。

そ
れ
が
心
強
か
った
で
す
ね
。ま

た
、仕
事
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を

語
っ
て
も
ら
え
る『
先
輩
ゼ
ミ
』

を
通
じ
て
、社
会
人
に
なった
時

の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
講
義
や
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の

講
話
に
も
参
加
し
、併
せ
て
企

業
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、よ
う

や
く
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が

見
え
て
き
た
ん
で
す｣

と
小
森
田

さ
ん
。｢ま
ず
、人
の
役
に
立
つ
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ

の
上
で
、英
語
と
海
外
への
興
味

か
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

企
業へ、と
考
え
ま
し
た｣

Part 1

　
就
職
活
動
へ
の
軸
を
見
出
す

ま
で
の
間
は
、｢自
分
の
ペー
ス
で

い
い
。内
定
は
早
け
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

最
終
的
に
望
む
企
業
に
入
れ
る

よ
う
頑
張
ろ
う｣

と
励
ま
し
た

進
路
支
援
課
ス
タ
ッ
フ
の
存
在

が
支
え
に
なった
と
の
こ
と
。ま

た
、｢

内
定
や
就
職
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
。そ
こ
か
ら
努
力
を｣
と

い
う
言
葉
も
胸
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
３
年
、現
在
は
、融

資
事
務
の
取
り
ま
と
め
役
を
務

め
、外
国
為
替
業
務
に
精
通
す

る
の
が
目
標
と
の
こ
と
。

　

｢

最
終
面
接
で
、自
分
の
良
い

所
も
、マ
イ
ナ
ス
と
と
ら
れ
そ
う

な
所
も
、全
て
自
分
の
言
葉
で

話
す
こ
と
が
で
き
、そ
の
結
果
、

一
番
入
り
た
か
っ
た
会
社
に
い

る
か
ら
こ
そ
、失
敗
し
て
も
叱
ら

れ
て
も
、心
が
折
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん｣
と
語
り
ま
す
。そ
の

瞳
に
は
、未
来
の
自
分
像
を
明

確
に
持
つ
強
い
意
志
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

筑女時代を振り返り、｢英語学科は少人数制で、TOEICのスコアでクラス分けするシステム。上のクラスになるとネイ
ティブの先生から大好きな英語を学ぶことができました。でも、仕事となると、もちろん、｢英語が好き｣だけではダメな
ので、もっともっと勉強したいと思っています」と小森田さん。



上司の方に伺いました

株式会社三井住友銀行
●設　立：1996年（平成8年6月6日）
●事業内容：普通銀行業
●資本金：17,709億円
●拠点数：国内支店 441カ所（出張所、代理店等を除く）
　　　　  海外支店   16カ所（出張所、駐在員事務所を除く）
●従業員数：26,415人　　　  　  ※平成27年3月31日現在

　国内では珍しく人口が増え、地理的にアジア
に近い福岡は、街が若くて活気に溢れ、伸び代
が大きい都市と言えるでしょう。その中で、お客さ
まとしっかり会話し、寄り添いながら、一歩先のご
提案やアドバイスによってビジネスをサポートさ
せていただくのが、我々の役割。コンプライアンス
が多岐にわたり、お客さまによって求められること
も違うため、営業とタッグを組むスタッフには、単
に業務をこなすだけでなく、自己研鑽や自己啓発
も欠かせません。
　そうした状況で、小森田さんは高い評価を得
ています。正直なところ、まだバタバタと走り回っ
ている印象は否めませんが、上司やお客さまに
叱られるとその理由を考え、立ち止まることなく前
を向いて新しいテーマに取り組んでいるからで
す。真面目で素直、そして負けず嫌いというのが
彼女の印象。芯の強さを感じます。筑女の精神教
育の賜物ではないでしょうか。

　実は私自身、初めて建学の精神を知った時は
深く感じ入りました。人の心を尊び、多様な価値
観を受け入れる豊かな人間力の養成は、学生の
みならず、社会人、我々管理職にある者にとって
も大事なことです。そういう精神に基づく教育を１

世紀以上続けて
こられたからこ
そ、大勢のOGが
各分野で活躍さ
れているのでしょ
う。
　これからは女
性の活躍が期待
される時代です。
法人取引の場で
女性がキーマンとなることも増える中、今後はより
一層、女性の発想や着眼点が社会全体の労働
生産性向上や人生のダイバーシティに結びつい
ていくに違いありません。当行でも、女性の活躍、
ダイバーシティの推進に注力しているお客さまの
取組推進をサポートする｢なでしこ融資｣という
商品を設けるなど、女性が輝ける社会への貢献
を期しています。
　筑女生の皆さん、就職活動の前に、ぜひ、改め
て建学の精神を読み返してください。社会に望ま
れる人財の姿が、きっとそこに見つかることと思
います。

社会人として、管理職として
建学の精神に共鳴しています
株式会社三井住友銀行 福岡法人営業部  部長　沢畠 洋之さん

｢求められるのはチャレンジングな
人財。学生時代に豊富な経験を｣と
沢畠さん。

常に新たなテーマに取り組んでいる
前向きな姿勢を高く評価しています

建学の精神と各分野で活躍している
OGを誇りに、後輩たちへバトンを

　
福
岡
は
、国
内
の
主
要
都
市

（
大
阪
、東
京
な
ど
）と
、東
ア
ジ

ア
の
主
要
都
市（
ソ
ウ
ル
、上
海
、

北
京
な
ど
）の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
し
て
お
り
、国
内
は
も
と
よ
り

東
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
グ
ロ

ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
望
む
お

客
さ
ま
が
多
く
い
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
。三
井
住
友
銀
行
の
福
岡
法

人
営
業
部
は
、多
様
化
す
る
お

客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の

後
方
支
援
が
小
森
田
さ
ん
の
ミ

ッショ
ン
。法
人
事
務
を
担
当
し
、

営
業
担
当
者
を
バック
アップ
し

て
い
ま
す
。

　
「
福
岡
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
事

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
お

客
さ
ま
が
多
い
の
で
、事
務
的
サ

ポ
ー
ト
と
は
い
え
、多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま
た
、営
業
担
当
者
に
思
い

切って
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、〝
迅
速・丁
寧・正
確
〞
な

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ミュニ
ケ
ー

ション
も
大
切
で
す。世
界
的
マー

ケ
ッ
ト
の
動
き
を
視
野
に
戦
略

を
立
て
る
お
客
さ
ま
と
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
理
解
す
べ
く
、ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す｣

　
そ
ん
な
小
森
田
さ
ん
が
笑
顔

に
な
る
の
は
、お
客
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
時
と
の
こ
と
。

　

｢

直
接
お
客
さ
ま
と
お
会
い
す

る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

お
電
話
で
、書
類
の
書
き
方
な

ど
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は
度
々

あ
り
ま
す
。お
答
え
し
て『
あ
り

が
と
う
』と
言
って
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
て
良
かった
な
、と
思

い
ま
す｣

　
仕
事
に
つ
い
て
語
る
小
森
田

さ
ん
か
ら
は
、前
向
き
な
想
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
って
き
ま
す
。

で
は
、元
々
金
融
機
関
への
就
職

を
希
望
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。そ
う
尋
ね
る
と
、意
外
な
答

え
が
返って
き
ま
し
た
。就
職
活

動
を
始
め
た
頃
は
将
来
へ
の
軸

が
定
ま
ら
ず
、焦
る
ば
か
り
だっ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

｢

活
動
が
解
禁
に
な
る
と
同

時
に
動
き
始
め
ま
し
た
が
、自
己

分
析
と
いった
土
台
が
で
き
て
い
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就職活動が解禁になると同時に活動を開始したものの、自己分析などが不十分で方向性が見えな
い日々。合同説明会や周りの様子に刺激を受けつつ、ただただ焦っていました。

大学3年  12月頃
▶とりあえず活動開始。しかし土台が…

進路支援課からのメールは読むだけで、毎日ひたすらエントリー。そうした中、自分から積極的に進路
支援課のサポートを利用している人ほど順調なことに気づき始めました。

大学3年  2～3月頃
▶焦燥感から、何百社にもエントリー

｢人の役に立つ仕事、グローバルに展開する企業へ｣と、ようやく就職活動の軸を見出し、進路支援課
でアドバイスを受け、個別の面接練習も開始。ハローワークへも週１回は通っていました。

大学4年  5～6月頃
▶進路支援課や外部施設を活用することに

三井住友銀行の募集を発見し、受験することに。最終面接では幼少期からの自分を振り返り、熱意も
しっかりアピール。その結果、夢が現実に！

大学4年  11月～現在
▶学内の求人の掲示を見て、｢ここだ！｣

小森田さんの｢就活＆社会人ストーリー｣ な
い
状
態
だった
の
で
、熱
心
に

活
動
す
る
友
達
の
姿
に
焦
燥
感

が
募
る
ば
か
り
だ
った
ん
で
す
。

そ
こ
で
、進
路
支
援
課
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。

筑
女
の
進
路
支
援
課
は
学
科
担

当
制
で
、ス
タッフ
の
方
が
いつ
も

気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
。

そ
れ
が
心
強
か
った
で
す
ね
。ま

た
、仕
事
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を

語
っ
て
も
ら
え
る『
先
輩
ゼ
ミ
』

を
通
じ
て
、社
会
人
に
なった
時

の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
講
義
や
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｇ
の
方
々
の

講
話
に
も
参
加
し
、併
せ
て
企

業
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、よ
う

や
く
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が

見
え
て
き
た
ん
で
す｣

と
小
森
田

さ
ん
。｢ま
ず
、人
の
役
に
立
つ
仕

事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ

の
上
で
、英
語
と
海
外
への
興
味

か
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

企
業へ、と
考
え
ま
し
た｣

　
就
職
活
動
へ
の
軸
を
見
出
す

ま
で
の
間
は
、｢自
分
の
ペー
ス
で

い
い
。内
定
は
早
け
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

最
終
的
に
望
む
企
業
に
入
れ
る

よ
う
頑
張
ろ
う｣

と
励
ま
し
た

進
路
支
援
課
ス
タ
ッ
フ
の
存
在

が
支
え
に
なった
と
の
こ
と
。ま

た
、｢

内
定
や
就
職
が
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
。そ
こ
か
ら
努
力
を｣

と

い
う
言
葉
も
胸
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
３
年
、現
在
は
、融

資
事
務
の
取
り
ま
と
め
役
を
務

め
、外
国
為
替
業
務
に
精
通
す

る
の
が
目
標
と
の
こ
と
。

　

｢

最
終
面
接
で
、自
分
の
良
い

所
も
、マ
イ
ナ
ス
と
と
ら
れ
そ
う

な
所
も
、全
て
自
分
の
言
葉
で

話
す
こ
と
が
で
き
、そ
の
結
果
、

一
番
入
り
た
か
っ
た
会
社
に
い

る
か
ら
こ
そ
、失
敗
し
て
も
叱
ら

れ
て
も
、心
が
折
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん｣

と
語
り
ま
す
。そ
の

瞳
に
は
、未
来
の
自
分
像
を
明

確
に
持
つ
強
い
意
志
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

就
職
を
ゴ
ー
ル
と
せ
ず
、

強
く
し
な
や
か
に
未
来へ



　
本
学
の
キャ
リ
ア
教
育
で
は
、

学
生
た
ち
に｢

今
、こ
の
瞬
間
を

ど
う
生
き
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う｣｢

将
来
、あ

な
た
た
ち
が
生
き
る
人
生
は
ど

う
い
う
も
の
だ
ろ
う｣

と
問
い
か

け
る
中
で
、気
づ
き
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
教
育

は
、追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シュに
働
い
て
い
く
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、本
学
に
お

い
て
は
、社
会
的
な
自
立
を
促

す
こ
と
で
あ
り
、そ
の
核
と
な

る
の
は
建
学
の
精
神
を
表
し
た

校
訓｢

自
律・和
平・感
恩｣

の

実
践
に
他
な
り
ま
せ
ん
。自
分

自
身
が
尊
い
存
在
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、ご
縁
が
あ
る
中
で
、同

僚
や
お
客
さ
ま
、会
社
、そ
し
て

社
会
と
しっか
り
関
わって
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、キ
ャ
リ
ア
は

広
がって
い
く――

そ
う
い
う
思

い
が
安
心
感
に
繋
が
り
、自
分

の
置
か
れ
た
環
境
に
合
わ
せ

て
、し
な
や
か
に
輝
き
続
け
る

女
性
に
育って
ほ
し
い
と
願って

い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、学
生
た
ち
の
就

職
活
動
に
と
って
校
訓
が
直
接

的
な
強
み
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
、卒
業
生

の
多
く
が
社
会
に
出
て
年
月
を

経
る
ほ
ど
仏
教
の
教
え
に
力
を

得
、在
学
生
は
た
と
え
思
い
通

り
の
結
果
が
得
ら
れ
な
く
て

も
、校
訓
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

｢

違
う
咲
き
方
が
あ
る
の
で
は｣

と
い
う
発
想
が
で
き
る
よ
う
に
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校
訓
を
起
点
に
社
会
的
な

自
立
を
目
指
し
て

な
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、２
０
１
６
年

度
中
に
卒
業・就
職
す
る
学
生

か
ら
、採
用
選
考
活
動
の
開
始

が
８
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
、大
学
生
活

を
完
結
さ
せ
る
時
間
が
で
き
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
な

が
ら
、一
方
で
は
、選
考
が
１
〜

２
カ
月
に
集
中
す
る
た
め
、早

期
に
自
己
決
定
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
、迷
って
い
る
う
ち
に
活

動
期
間
そ
の
も
の
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、３
年
生

後
半
か
ら
４
年
生
に
か
け
て
の

就
職
活
動
に
お
い
て
、学
生
の
心

に
ど
う
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
の

か
、と
い
う
取
り
組
み
だ
け
で
は

不
十
分
。入
学
時
か
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
行
っ
て
き
た
本
学
で

も
、進
級
と
い
う
節
目
に
し
っか

り
と
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
、自

分
自
身
を
振
り
返
る
機
会
を

増
や
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

学
内
で
実
施
す
る
進
路
支
援
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

る
学
生
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
済
的
要
因
か
ら
雇

用
環
境
が
好
転
し
た
と
は
い

え
、学
内
推
薦
に
頼
ら
ず
、自
ら

の
可
能
性
を
信
じ
て
活
動
す
る

学
生
が
増
え
た
こ
と
は
、本
学

の
目
標
と
す
る
、自
立
し
た
学

生
が
育
っ
て
い
る
証
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
で
は
、今
、社
会
が
求
め
る
人

財
像
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な

の
か
。根
本

は
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、

昨
今
は
社
会

人
基
礎
力
が

な
お
一
層
求

め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。み
ん

な
が
同
じ
方

向
を
向
き
、

同
じ
結
論
を

Part 2

本
学
の
キャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
３
つ
の
柱
か
ら
成
り
立って
い

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
有
機
的
に
学
生
た
ち
を
支
え
、未
来
へ
と
羽
ば
た
く
た
め

の
、大
き
く
し
な
や
か
な
翼
を
育
ん
で
い
ま
す
。

建学の精神が形骸化することなく、キャリア教育や進路支援の中で強く意識されていることが、｢就職
の筑女｣の原点。厳しい状況下では支えや新たな生き方の発想となり、OGにとっては、女性らしい視
点を活かして社会に貢献する原動力にもなっています。

進
路
支
援
課
　課
長
　河
本 

博
史

多
用
な
価
値
観
や
生
き
方
を
支
援
し
、

し
な
や
か
に
輝
き
続
け
る
女
性へ

進
路
支
援
課
に
訊
き
ま
し
た
！

筑 紫 女 学 園 大 学 ・ 短 期 大 学 部 に お け る 「 キ ャ リ ア 形 成 に 向 け た 取 り 組 み 」

1. キャリア形成の基礎となる教育の理念

前に踏み出す力 チームで働く力 考え抜く力

大・短

徹
底
解
剖
！
筑
女
生
が「
就
職
に
強
い
」理
由

今
も
昔
も｢

就
職
の
筑
女｣

と
言
わ
れ
る
理
由
を

改
め
て
検
証
し
て
み
る
と…

◆自分自身の生き方と向き合う校訓（仏教のみ教え）
自己と向き合う場所を提供し、仏教の人間観・世界観を通して、生きることの意味を問いかけ、
現代社会のさまざまな問題を見つめなおす眼を養います。

人間としての生き方や社会のあり方を女性の立場から学び、
家庭や職場・地域で志をもって自ら選んだ道を進んでいくための力を育成します。

女性の生き方を考える副専攻

「仏教のみ教えを根幹とする女子教育」という本学の理念を理解し、人間として、女性として
の生き方を教えることで、自律的に生涯を設計するための機会を提供します。

授業科目
女性・ジェンダー論／女性と政治／女性と経済／女性と言語文化／女性と文学／
日本語とジェンダー／アジア女性労働論／アジア女性ジェンダー論／女性とビジネス／
家族社会学／女性心理学／など

副専攻

社会人
基礎力

授業科目 仏教学Ⅰ／仏教学Ⅱ／親鸞・人と思想Ⅰ／親鸞・人と思想Ⅱ

◆女性であることと向き合う女子教育

自律
自分と向き合い、

かけがえのない存在としての自分に気づき、
自分の人生を自ら生きること

和平
自分と同じく、かけがえのない
他者の存在を認め、
尊重し合うこと

感恩
自分を支える大いなる恵みを知り、
恵まれた生命を活かして、

その恩に報いながら生きたいと願うこと

校訓



　
本
学
の
キャ
リ
ア
教
育
で
は
、

学
生
た
ち
に｢

今
、こ
の
瞬
間
を

ど
う
生
き
る
の
か
、と
い
う
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う｣｢

将
来
、あ

な
た
た
ち
が
生
き
る
人
生
は
ど

う
い
う
も
の
だ
ろ
う｣

と
問
い
か

け
る
中
で
、気
づ
き
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
教
育

は
、追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シュに
働
い
て
い
く
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、本
学
に
お

い
て
は
、社
会
的
な
自
立
を
促

す
こ
と
で
あ
り
、そ
の
核
と
な

る
の
は
建
学
の
精
神
を
表
し
た

校
訓｢

自
律・和
平・感
恩｣

の

実
践
に
他
な
り
ま
せ
ん
。自
分

自
身
が
尊
い
存
在
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、ご
縁
が
あ
る
中
で
、同

僚
や
お
客
さ
ま
、会
社
、そ
し
て

社
会
と
しっか
り
関
わって
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、キ
ャ
リ
ア
は

広
がって
い
く――

そ
う
い
う
思

い
が
安
心
感
に
繋
が
り
、自
分

の
置
か
れ
た
環
境
に
合
わ
せ

て
、し
な
や
か
に
輝
き
続
け
る

女
性
に
育って
ほ
し
い
と
願って

い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、学
生
た
ち
の
就

職
活
動
に
と
って
校
訓
が
直
接

的
な
強
み
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
、卒
業
生

の
多
く
が
社
会
に
出
て
年
月
を

経
る
ほ
ど
仏
教
の
教
え
に
力
を

得
、在
学
生
は
た
と
え
思
い
通

り
の
結
果
が
得
ら
れ
な
く
て

も
、校
訓
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、

｢

違
う
咲
き
方
が
あ
る
の
で
は｣

と
い
う
発
想
が
で
き
る
よ
う
に
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な
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、２
０
１
６
年

度
中
に
卒
業・就
職
す
る
学
生

か
ら
、採
用
選
考
活
動
の
開
始

が
８
月
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
は
、大
学
生
活

を
完
結
さ
せ
る
時
間
が
で
き
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
な

が
ら
、一
方
で
は
、選
考
が
１
〜

２
カ
月
に
集
中
す
る
た
め
、早

期
に
自
己
決
定
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
、迷
って
い
る
う
ち
に
活

動
期
間
そ
の
も
の
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、３
年
生

後
半
か
ら
４
年
生
に
か
け
て
の

就
職
活
動
に
お
い
て
、学
生
の
心

に
ど
う
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
の

か
、と
い
う
取
り
組
み
だ
け
で
は

不
十
分
。入
学
時
か
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
行
っ
て
き
た
本
学
で

も
、進
級
と
い
う
節
目
に
し
っか

り
と
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
、自

分
自
身
を
振
り
返
る
機
会
を

増
や
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

学
内
で
実
施
す
る
進
路
支
援
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く

る
学
生
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
済
的
要
因
か
ら
雇

用
環
境
が
好
転
し
た
と
は
い

え
、学
内
推
薦
に
頼
ら
ず
、自
ら

の
可
能
性
を
信
じ
て
活
動
す
る

学
生
が
増
え
た
こ
と
は
、本
学

の
目
標
と
す
る
、自
立
し
た
学

生
が
育
っ
て
い
る
証
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
で
は
、今
、社
会
が
求
め
る
人

財
像
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な

の
か
。根
本

は
変
わ
ら
な

い
も
の
の
、

昨
今
は
社
会

人
基
礎
力
が

な
お
一
層
求

め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。み
ん

な
が
同
じ
方

向
を
向
き
、

同
じ
結
論
を

4
年
間
の
節
目
を
捉
え

学
生
の
心
に
ス
イッチ
を

社
会
人
基
礎
力
を
培
い
、

答
え
を
創
造
す
る
人
財へ

筑 紫 女 学 園 大 学 ・ 短 期 大 学 部 に お け る

｢学年や専攻の単位で行う支援｣と｢個々の学生に向きあう支援｣の両立により、学部ごとのミッションを実現しつつ、きめ細か
な対応も可能に。描いていた進路に迷いが生じたり、挫折感や大きな壁に突き当たった場合でも、学ぶ目的を見失ったり、自分
の存在価値や自己肯定感をなくさないようサポートしています。

2. 学生一人ひとりの成長と自己実現を支援するキャリアプログラム

｢

Ｏ
Ｇ
に
は
、知
名
度
の
高
い
企
業
で
女
性
初
の
部
長
や
、売
上
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

新
人
も
。生
き
方
が
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
で
す｣

と
河
本
課
長
。

◆学年・専攻単位でのキャリア支援

◆卒業時の進路選択を促す就職支援

◆卒業後の継続した就労支援⑤就活支援
・学内個別企業説明会
・学内合同企業説明会
・自己分析講座
・履歴書・エントリーシート講座と個別指導
・面接・ディスカッション講座と個別指導
・筆記・適性試験対策講座と個別指導
・学校推薦制度

③自らの振り返りを通じて、
　職業選択につなげる
　取り組み
・学科担当制
・個人面談
・適性分析診断と個人指導
・自己分析講座

④インターンシップ
・PBL（課題解決型）プログラム
・外部団体仲介型インターンシップ
・本学独自型インターンシップ

②専門性や興味関心を広げ、
　深化する取り組み
・業界研究講座
・企業研究講座
・各種 資格講座

・現役生の休憩・
 情報収集・資料作成・
 相談

・既卒者の就活
・キャリアカウンセリング

◆個々の学生に向き合うキャリア支援

授業科目

キャリアデザイン基礎／ライフマネジメントⅠ／
ライフマネジメントⅡ／こころと身体のフィットネ
ス／キャリアインターンシップ

⑥天神キャリアセンター

①学生生活の節目毎に「気づき」を
　促す体系的な取り組み
・新入生オリエンテーション
・進級時オリエンテーション
・キャリア講演会
・企業見学ツアー



追
求
し
た
時
代
は
終
わ
り
、現

在
は
、多
様
な
価
値
観
、環
境

の
中
で
、自
分
自
身
が
結
論
を

創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
で
す
。そ
こ
で
、幅
広

い
社
会
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

PBL（Project 
Based 

Learning

：
問
題
解
決
型
学

習
）プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
取
り

入
れ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。男
性

と
伍
し
て
管
理
職
な
ど
高
み

を
目
指
す
生
き
方
を
選
ぶ
学

生
も
い
れ
ば
、地
元
で
働
き
、自

分
の
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
、

多
様
な
生
き
方
を
認
め
た
う

え
で
、今
な
お
働
く
女
性
に
対

し
て
残
る
壁
や
生
き
づ
ら
さ
に

も
対
応
で
き
る
、し
な
や
か
さ

を
身
に
付
け
ら
れ
る
教
育
の
実

現
こ
そ
、本
学
の
使
命
だ
と
考

え
ま
す
。

　
と
は
い
え
、今
後
ま
す
ま
す

女
性
の
働
く
環
境
が
変
わって

い
く
中
、そ
れ
ぞ
れ
の
層
を
支

え
、育
て
る
教
育
の
仕
組
み
づ

く
り
や
、輩
出
す
る
人
財
に
関

す
る
学
外
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
、

各
層
が
志
向
す
る
企
業
と
の

関
係
づ
く
り
も
ま
た
本
学
の

責
務
。さ
ら
に
は
、４
年
制
の
学

部
だ
け
に
な
り
、し
か
も
社
会

の
中
核
を
担
う
人
財
を
育
成

す
る
現
代
社
会
学
部
を
設
け

た
今
、必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

の
変
化
に
応
じ
た
講
座
等
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、学
内
は
言
う
ま

で
も
な
く
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、

保
護
者
、社
会
、同
窓
生
と
の

連
携
も
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
学

生
自
身
の
努
力
が
結
実
し
て

も
、例
え
ば
配
偶
者
の
転
勤
や

出
産・子
育
て
な
ど
に
悩
む
時

が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今

ま
で
の
努
力
は
何
だった
の
か

と
、心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
ん
な

時
に
、｢

あ
、こ
う
い
う
生
き
方

が
あ
る
ん
だ｣

と
気
づ
か
せ
ら

れ
る
の
が
、本
学
の
教
育
。専

門
的
知
識
は
時
と
と
も
に
薄

れ
、技
術
革
新
の
中
で
は
陳
腐

化
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、身

に
付
い
た
生
き
方
は
揺
ら
ぐ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。校
訓
の
実

践
を
起
点
と
し
た
教
育
に
よ

っ
て
育
ま
れ
る
、｢

人
の
心
を

尊
び
、多
様
な
価
値
観
を
受
け

入
れ
る
豊
か
な
人
間
力｣

、｢

自

分
を
見
つ
め
、自
ら
を
信
じ
て

未
来
へ
と
歩
む
行
動
力｣

こ
そ

が
、｢

就
職
の
筑
女｣

と
言
わ
れ

Special Issue
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社
会
の
変
化
に
即
応
し
、

人
間
力
と
行
動
力
を
養
成

人間形成には、｢家庭教育｣｢学校教育｣｢社会教育｣の３つの連携が欠かせません。そこで、本学では、企業の皆さんの力を
借りながら、大学教育の中で社会の疑似体験の場を提供。また、保護者の方 と々も今の時代における学生の状況や社会
情勢、雇用環境等について意識の共有を図り、三位一体でバックアップに努めています。

3. さまざまな“連携（つながり）”に支えられる、就職の筑女

筑紫女学園大学・短期大学部における「キャリア形成に向けた取り組み」

筑女生

大・短

徹
底
解
剖
！
筑
女
生
が「
就
職
に
強
い
」理
由

◆教職員間の連携

・学生の「学びの状況」「さまざまな体験」
 「取得資格」「志向」などをシステムで共有

「学生カルテ」による情報共有

◆社会との連携

・教育機関、施設との連携
・ボランティア活動支援
・太宰府市教育委員会との協定　など

国家資格・免許取得を目指す学生の支援

・インターンシップ
（団体仲介型／本学独自型／PBLプログラム）
・企業見学ツアー
・学内での単独・合同説明会　など

企業との連携

学校推薦による採用

◆同窓生との連携

・紫友会（同窓会）による在学生支援のための
 小冊子。就職活動の記録などを掲載

「avenir」配布（3年生）

◆保護者（家庭）との連携

保護者懇談会→意識共有

保護者と学生のための就職ガイダンス

◆在学生の連携

・就活を終えた4年生が3年生を対象に
 自身の体験を語る

先輩ゼミ

・紫友会（同窓会）による在学生支援のための



私の歩み

し
ま
う
ち
・
あ
き
こ
●
中
学
か
ら
過
ご
し
た
筑
女
を
今
年
の
春
に
卒
業
し
、現
役
で
九
州
大
学
医
学
部

医
学
科
へ
進
学
。｢

医
師
は
体
力
も
必
要
な
の
で
、将
来
に
備
え
て
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
入
り
ま
し
た
。講
義

で
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
数
学
と
物
理
に
手
を
焼
い
て
い
ま
す
が
、頑
張
り
ま
す
！

｣

と
語
る
。

部
を
目
指
す
友
達
が
い
た
こ
と

も
刺
激
に
な
り
ま
し
た｣

と
高

校
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、不
安
に
な
っ
た
時

期
も
。そ
の
時
支
え
に
な
っ
た
の

は
先
生
の
存
在
で
し
た
。

意
な
二
次
試
験
の
勉

強
ば
か
り
し
て
い
た
せ

い
で
、セ
ン
タ
ー
試
験
の
勉
強
が

疎
か
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。そ

れ
で
高
校
３
年
の
秋
冬
は
精
神

的
に
不
安
定
な
状
態
で
し
た
。

で
も
、先
生
が
親
身
に
相
談
に

乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
乗
り

気
持
ち
に
寄
り
添
い

信
頼
さ
れ
る
外
科
医
に

形
外
科
医
の
父
の
働

く
姿
を
見
て
、幼
い
頃

か
ら
医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」。そ
う
語
る
島
内

さ
ん
は
高
校
１
年
の
時
点
で
九

州
大
学
医
学
部
へ
の
進
学
を
決

意
。受
験
を
意
識
し
て
計
画
的

に
勉
強
へ
取
り
組
み
、目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。｢

筑
女
は
自
分
の

将
来
に
対
し
て
意
識
の
高
い
人

が
多
く
、『
一
緒
に
頑
張
ろ

う
！
』と
い
う
雰
囲
気
だ
か
ら
で

し
ょ
う
ね
、志
が
揺
ら
い
だ
こ
と

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。同
じ

ク
ラ
ス
に
同
じ
大
学
の
同
じ
学

｢

整

高校生活の中で目標を見つけ、次のステージへと巣立って
いく筑女生たち。このコーナーでは、現在に繋がる筑女時代
のターニングポイントや思い出、そして大学での学び、今後
への想いなどをOGの皆さんに伺います。

Vol.
05

超
え
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」

　

ま
た
、女
子
同
士
だ
か
ら
こ

そ
何
で
も
言
い
合
い
、信
頼
関
係

を
築
け
た
と
の
こ
と
。｢

お
か
げ

で
、自
分
の
意
見
を
き
ち
ん
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。筑
女
時
代
は
私
に
と
っ
て
大

き
な
意
味
を
持
つ
６
年
間
。今

も
戻
り
た
い
く
ら
い
で
す｣

　
来
年
か
ら
は
専
門
科
目
の
講

義
が
ス
タ
ー
ト
し
、い
よ
い
よ
医

学
の
道
を
歩
み
始
め
る
島
内
さ

ん
。｢

外
科
に
興
味
が
あ
る
ん
で

す
。し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
患
者
さ
ん
を
理
解

し
、頼
ら
れ
る
医
師
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す｣

と
意
欲
を
燃

や
し
て
い
ま
す
。

信
頼
で
き
る
友
だ
ち
と

共
に
高
み
を
目
指
し
て

女
子
校
だ
か
ら
、筑
女
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、今
の
私
に現在

筑女の友だちと会うたびに、中高時代の友だち
は一生ものだな、と感じています。来年からは、い
よいよ馬出キャンパスで専門科目の講義がスタ
ートし、医学部生であることを実感できそう（た
ぶん）。一人暮らしをするのも楽しみです。

高校時代
今まで以上に、詳しくしっかり学べる授業で勉強
がグンと楽しくなりました。テスト前は放課後に
職員室前や空き教室で友達と勉強し、よく｢もう
帰りなさい｣と言われたものです。

中学時代
両親のすすめで筑女に入学し、最初はいじめを
心配していたけれど、すぐに杞憂と判明。ハープ
部に入りました。３年くらいからちゃんと勉強を
始めたものの、やっぱり国語は苦手で…。

小学時代
この頃になると将来の夢は既に医師。本が好き
で、宗田理のシリーズにハマっていました。でも、
休み時間や父との遊びは、もっぱらドッジボー
ル。算数が得意で国語が苦手でした。

子ども時代
二人の兄にくっついて外で遊ぶことが多かった
ような…。将来の夢はカービィ（ゲームのキャラ
クター）でした。

座右の銘は？

｢Fearless｣
好きなアーティストのアルバムタ
イトルで曲名にもなっている言葉
です。その意味の通り、｢恐れを知
らず、大胆｣に、夢へと真っすぐに
突き進みたいと思っています。

Q 後輩へのアドバイスは？

A 筑女時代を楽しんで！
志望校が決まってなくても、やる
べきことをやり、中高でしか経験
できない学校行事も一つひとつ
を大切に。後悔しないように楽
しんでください。

島内さんへの｢一問一答｣もう少し聞かせてください！

Q
A

尊敬する人は？

筑女の毛利先生
授業が分かりやすくて面白
いうえ、人としても尊敬できる
方です。先生に出会っていな
かったら、今の大学に合格で
きていないかも。

Q
A

ON OFF&

リフレッシュ法は？

音楽を聴くのも寝るのも大好き。で
も、何よりリフレッシュできるのは、筑
女時代の友達と
近況報告をし合
っている時です。

筑女時代の友人と話す

Q
A

｢

得
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島内 明子さんの場合
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が
ん
ば
る
C
J
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

高・中
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は
高
校
入
学
後
に
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
を
始
め

ま
し
た
。現
在
は10
ｍ
立
射
成
年

女
子
と
い
う
枠
組
み
で
活
動
し

て
い
ま
す
。10
ｍ
先
に
あ
る
標
的

を
撃
ち
ぬ
く
競
技
で
す
。あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
標
的
の
１
点
の
外
線
直
径
は

45
・
５
㎜
、中
に
向
か
っ
て
１
点

５
㎜
ず
つ
減
じ
、最
終
的
な10
点

の
部
分
は
０
・
５
㎜
。10
ｍ
離
れ

て
見
る
と
10
点
の
部
分
は
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
。昨
年
か
ら
小

数
点
単
位
で
点
数
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、さ
ら
に
ル
ー
ル
が

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
始
め
た

の
か
と
言
う
と
、私
が
卒
業
し
た

野
田
学
園
高
等
学
校
に
は
山
口

県
内
で
は
一
校
し
か
な
い「
ラ
イ

フ
ル
射
撃
部
」が
あ
り
、何
か
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
か
っ
た
私

は
そ
の「
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
」に
入

部
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
私
は
何
を
し
て
も
人
並
み
以

下
で
、特
に
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
で

し
た
。で
す
が
、射
撃
は
、年
齢
や

性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き

る
競
技
で
す
。ラ
イ
フ
ル
射
撃
を

始
め
て
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
ま
し

た
。初
め
の
う
ち
は
、ど
の
競
技

会
に
出
て
も
最
下
位
ば
か
り
が

続
く
状
態
で
し
た
が
、と
に
か
く

楽
し
む
よ
う
に
心
が
け
、地
道
な

練
習
を
続
け
た
結
果
、昨
年
の

長
崎
国
体
に
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

に
対
し
て
も
消
極
的
で
、

自
信
が
持
て
な
か
っ
た
私

で
す
が
、射
撃
を
通
し
て
自
信
が

つ
き
、何
に
対
し
て
も
積
極
的
に

頑
張
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
実
績
は
私
一
人
の

頑
張
り
だ
け
で
は
な
く
、支
え
て

く
れ
た
家
族
や
、ま
わ
り
の
人
た

ち
の
お
蔭
で
す
。感
謝
と
初
心
を

忘
れ
な
い
こ
と
が
、射
撃
だ
け
で

な
く
、ど
ん
な
こ
と
に
関
し
て
も

大
切
な
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。ち

な
み
に
筑
女
に
入
学
し
た
理
由

も
、射
撃
を
始
め
た
と
き
と
同
じ

く
、何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、自
分

自
身
の
可
能
性
や
得
意
分
野
を

さ
ら
に
発
見
す
る
た
め
で
す
。

　
私
は
現
代
社
会
学
部
の
１
期

生
な
の
で
先
輩
が
い
ま
せ
ん
。入

学
前
は
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ

り
ま
し
た
が
、今
は
同
じ
学

部
生
同
士
で
力
を
合
わ
せ

て
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。現

代
社
会
学
部
は
他
学
部
と

は
全
く
違
う
学
習
方
法
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

筑
女
で
な
け
れ
ば
学
べ
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、私

は
筑
女
に
入
学
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
や
夢
に
つ

い
て
で
す
が
、ま
ず
今
年
の

目
標
は
、和
歌
山
国
体
へ
の

出
場
で
す
。そ
の
目
標
が
達

成
で
き
た
場
合
は「
フ
ァ
イ

ナ
ル
へ
の
出
場
」を
目
指
し
ま
す
。

本
選
で
の
結
果
が
上
位
８
位
ま

で
の
選
手
が
出
場
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
将
来

の
目
標
は
、現
在
勉
強
し
て
い
る

こ
と
を
活
か
せ
る
職
場
で
働
き

な
が
ら
射
撃
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
で
す
。ど
ん
な
こ
と
に
で
も
真

剣
に
取
り
組
み
、挑
戦・両
立
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。

野
村 

七
海
さ
ん（
大
学・現
代
社
会
学
部
１
年
／
野
田
学
園
高
等
学
校〈
山
口
県
〉出
身
）

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
く
て

現
代
社
会
学
部
を
選
択

何

私 年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く

取
り
組
め
る
ラ
イ
フ
ル
射
撃

勉強をはじめ、さまざまなことに積極的に
取り組む筑女生の活躍ぶりを紹介するこ
のコーナー。今回は、ライフル射撃競技に
打ち込む現代社会学部の一期生と、珠
算・暗算の世界でがんばる中学生にご登
場いただきました。

目
標
は
昨
年
に
続
い
て
の
国
体
出
場
！

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
、が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

【 大 学 】

CJ People

が
ん
ば
る
C
J
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

大・短

高・中

現在は、太宰府高校射撃部の練習場を利用させていただき、練習に励ん
でいます。

取材時の笑顔は影を潜め、スコ－プ越しに標的を捉える眼差しは真剣そのもの。
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【 中学 】

珠
算
八
段
、暗
算
十
段
取
得
を
目
指
し
て

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す

後
藤 

智
衣
さ
ん（
中
学
２
年
／
糸
島
市
立
前
原
小
学
校
出
身
）

は
、幼
稚
園
年
長
組
の

頃
か
ら
そ
ろ
ば
ん
を
習

い
始
め
ま
し
た
。そ
ろ
ば
ん
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、友
だ
ち
の
お

父
さ
ん
が
そ
ろ
ば
ん
教
室
を
さ

れ
て
い
る
と
聞
き
、気
軽
な
気
持

ち
で
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、計
算

の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
の
授
業
が
と
て
も
楽
し

く
感
じ
ら
れ
た
、と
い
う
こ
と
で

す
。
　

最
初
は
、そ
ろ
ば
ん
を
ど
う

使
っ
て
計
算
す
る
の
か
が
全
く

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、だ
ん

だ
ん
と
割
り
算
や
掛
け
算
、小

数
の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、暗
算
で
計
算
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、今
で

は
数
学
の
授
業
や
普
段
の
生
活

で
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、テ
レ
ビ
な
ど
で

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
」を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
私
が
初
め
て

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
と
き
に
は
、次
々
に
出
て
く

る
数
字
に
全
く
歯
が
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
、だ
ん
だ
ん
と
で
き

る
よ
う
に
な
り
、今
で
は
と
て
も

楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ろ
ば
ん
教
室
で
は
何
人

か
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

リ
レ
ー
方
式
で
プ
リ
ン
ト
を
解
い

た
り
、読
み
上
げ
算
や
読
み
上

げ
暗
算
な
ど
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。ま
た
、他
に
も
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、と
て
も
楽

し
い
で
す
。

　

主
な
活
動
は
、毎
月
の
全
国

通
信
競
技
大
会（
ア
バ
カ
ス
サ
ー

キ
ッ
ト
）、２
カ
月
に
一
度
の
検

定
試
験
、年
に
５
回
ほ
ど
の
大

会
が
あ
り
、中
で
も
九
州
大
会

で
は
各
県
の
優
秀
な
選
手
た
ち

が
参
加
す
る
の
で
と
て
も
刺
激

を
受
け
ま
す
。ま
た
、各
大
会
で

は
、い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
友
だ

ち
に
な
っ
た
り
、時
に
は
良
き
ラ

イ
バ
ル
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
私
は
、そ
ろ
ば
ん
を
習
い
始
め

て
か
ら
身
に
つ
い
た
力
が
２
つ
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。１
つ
め
は
、

つ
ら
い
こ
と
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
力
で
す
。今
ま
で
、何
度
も
調

子
が
悪
い
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
き
ら
め
ず
に
練
習
を
重
ね
る

こ
と
で
、心
が
強
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。２
つ
め
は
、何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
で
す
。２
カ

月
に
一
度
の
検
定
試
験
で
、何

度
も
暗
算
十
段
を
取
得
す
る
た

め
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。私
は
、こ

の
２
つ
の
力
を
こ
れ
か
ら
も
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、珠
算
八
段
、暗
算

十
段
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
練

習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
現
在
、

珠
算
七
段
、暗
算
九
段
）毎
日
の

学
校
生
活
、週
に
一
度
の
部
活

動
や
他
の
習
い
ご
と
で
忙
し
い

で
す
が
、こ
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
に
、あ
き
ら
め
ず
、ど
ん

な
つ
ら
い
こ
と
で
も
負
け
ず
に

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

練
習
を
重
ね
る
こ
と
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び

そ あ
き
ら
め
な
い
心
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

身
に
つ
き
ま
し
た

私

全九州珠算選手権大会にて、珠算教室の仲間たちと（中央）。

暗
算
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
。

集
中
し
て
い
ま
す
！

後藤さんの最近の成果。（写真左より）中学の部で6位入賞した「平成26年度全日本通信珠算競技大会福岡県地方大会」、
「平成26年度福岡暗算フェスティバル」では3位に、「第55回福岡県下珠算競技大会」では中学校の部で3位を獲得！



■硬式テニス部
【平成27年度 福岡県高等学校テニス大会 福岡県大会】
● 5月30日～31日・筑豊ハイツ・筑豊緑地テニスコート
　   ●団体　・3位

■個人参加
【2015福岡フライト選手権大会（エアロビック）】
● 5月4日・九電記念体育館
　 ・準優勝　松尾 風香（スズキジャパンカップ2015 九州地区大会に進出）

■剣道部
【平成27年 福岡県高等学校総合体育大会剣道大会】
● 6月6日～7日・九電記念体育館
　   ●団体戦　・ベスト8
【平成27年 玉竜旗高校剣道大会】
● 7月24日～26日・マリンメッセ福岡
　   ●団体戦　・3回戦進出（齋藤 央帆＝5人抜き）

■音楽部
【第70回九州合唱コンクール福岡県予選】
● 8月2日・ なかまハーモニーホール
　 ・金賞（九州大会出場）
【第82回NHK全国学校音楽コンクール福岡県コンクール】
● 8月5日・福岡市民会館
　 ・銀賞

中学校

【全国高等学校総合体育大会】
● 7月30日～8月2日・宇陀市総合体育館
　   ●女子個人形　・二回戦進出  森 百夏（3年）

フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、二

度
目
の
創
部
か
ら
15
年

目
を
迎
え
、九
州
リ
ー
グ
優
勝

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、九
州

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
輩
出
し
た
と

も
聞
い
て
い
ま

す
。現
在
は
、火

曜
日
、木
曜
日
の

放
課
後
と
土
曜

日
の
午
前
中
に

学
校
に
設
置
し
て
あ
る
オ
ム
ニ

コ
ー
ト
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

週
３
回
の
活
動
な
の
で
学
業
や

ア
ル
バ
イ
ト
と
両
立
し
な
が
ら

充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。他

大
学
と
比
べ
て
練

習
時
間
は
少
な
い

の
で
す
が
、限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、部

員
同
士
で
向
上
心

を
持
ち
な
が
ら
、互

い
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

あ
い
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。年

間
を
通
し
て
大
き

な
大
会
は
九
州
リ

ー
グ
や
西
日
本
イ
ン

カ
レ
、九
州
イ
ン
カ

レ
な
ど
に
出
場
し

ソ
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大学・短期大学部 

キャンパス
通信

て
お
り
、九
州
リ
ー
グ
で
は
２

０
１
２
年
の
秋
に
目
標
で
あ
っ

た
一
部
リ
ー
グ
へ
昇
格
し
現
在

も
継
続
し
て
九
州
の
強
豪
校
と

戦
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
は
個
人
競
技
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
ダ
ブ
ル
ス
や
団

体
戦
が
多
く
、メ
ン
バ
ー・補
欠

と
い
っ
た
こ
と
は
関
係
な
く
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
に
挑

み
な
が
ら
、絆
や
信
頼
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
２
人
は
筑
紫
女
学

園
高
等
学
校
出
身
な
の
で
、７

年
間
筑
紫
女
学
園
で
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
し
て
き
ま
し
た
。高
校

生
の
時
か
ら
大
学
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
練
習
や
大
学
生
と
試
合

さ
せ
て
も
ら
え
る
機
会
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。高
校
で

は
大
山
先
生
の
指
導
の
下
、イ

ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て「
和

平
」「
感
恩
」の
大
切
さ
を
学

び
、大
学
で
は
田
中
コ
ー
チ（
大

学
事
務
職
員
）の
指
導
の
下
、

九
州
リ
ー
グ
上
位
を
目
指
し
て

チ
ー
ム
一
人
ひ
と
り
の「
自
律
」

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。大

学
で
は
学
生
主
体
の
活
動
と

な
り
、部
の
運
営
や
、上
位
校
と

の
対
戦
へ
向
け
た
練
習
な
ど
、

厳
し
く
辛
い
事
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、そ
の
分
頑
張
っ

た
成
果
が
出
た
時
は
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。一
部
リ
ー

グ
に
昇
格
し
た
時
の
喜
び
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。筑
紫

女
学
園
で
の
７
年
間
の
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
は
私
た
ち
を
強
く
成

長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
学
で
の
部
活
動
を
通
じ

て
喜
び
や
悔
し
さ
を
仲
間
と

共
有
し
、同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と

は
、達
成
感
を
得
ら
れ
、自
信
へ

と
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。部

員
の
中
に
は
大
学
か
ら
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
始
め
た
人
も
い
ま

す
。初
め
の
頃
は
ラ
ケ
ッ
ト
に

ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、今
で
は
コ

ー
ス
を
狙
っ
て
し
っ
か
り
打
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

日
々
の
上
達
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。部
員
全
員
仲
が

良
く
、個
性
的
な
人
も
多
い
の
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厳
し
く
辛
い
練
習
を
経
て
、一
部
リ
ー
グ
に

昇
格
し
た
時
の
喜
び
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
！

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長・川
道 

亜
里
紗
さ
ん（
大
学・人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
人
間
形
成
専
攻
４
年
／
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
出
身
）

同 

副
部
長・石
井 

夏
希
さ
ん（
大
学・人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
人
間
関
係
専
攻
４
年
／
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
出
身
）

大学・短期大学部でアクティブに活動する学生たち
を紹介するこのコーナー。今回はソフトテニス部でが
んばる学生からのレポートです。

が
ん
ば
る
C
J
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

大・短

高・中

2012年秋に、一部リーグに昇格しました！

「ネパール大地震復興教育支援募金」ご協力のお願い
　今年4月25日（土）午前11時56分、ネパール連邦民主共和国の首都カトマンズをマグニチュ
ード7.8の大型地震が直撃し、ネパール各地のみならず周辺地域にも甚大な被害が発生しまし
た。この大地震によって、犠牲となられた多くの方々に哀悼の意を表すとともに、被災された方々
に心よりお見舞いを申し上げます。
　本学としましては、ネパールが今
回の大地震から復興するために
は、「子どもたちの教育」に焦点を
当てた中・長期的な「教育支援」
がもっとも必要であると考えます。
このような観点から、本学は、被災
したネパールの復興に向け「子ど
もたちの教育」にかかる中・長期
的な支援活動を開始しました。こ
の趣旨をご理解いただき、ご賛同
いただける皆様には、右記の筑紫
女学園大学「ネパール大地震復
興教育支援募金」へのご協力・ご
支援をお願いいたします。

口座振込のご案内
●銀 行 名：

●支 店 名：
●普通預金：
●口 座 名：

福岡銀行
 (金融機関コード 0177)
太宰府支店 (店番 279)
1255863
筑女ネパール募金　

※皆様からお預かりした義援金
は、現地への直接的教育支援、支
援活動にかかる諸経費に充てさ
せていただきます。

学内でも募金活動を行っています。



高等学校 ■文芸部
【第39回 全国高等学校総合文化祭 滋賀大会（びわこ総文）】
● 7月29日～7月31日・高島市民会館、今津東コミュニティーセンター
　 ・出場（10年連続）

■放送部
【福岡県高校放送コンテスト 福岡県大会】
● 6月14日・九州国際大学
　 ・総合優勝
　   ●アナウンス部門　・優勝  重松 理沙　・第2位  郡谷 知佳
　   ●番組部門  ラジオドキュメント部門　　・第1位「まやかし」（代表／中上 瀬奈）
　　　　　　  テレビドキュメント部門　　・第3位「シベリア抑留 私たちが知るべきこと」（代表／毛利 華澄）
【第62回 NHK杯全国高校放送コンテストならびに校内放送活動研究集会】
● 7月20日～23日・国立オリンピック記念青少年総合センター（47年連続出場）
　   ●アナウンス部門　　　　・準決勝進出（全国4,268人中60位以内）  重松 理沙
　   ●ラジオドキュメント部門　・制作奨励賞受賞 「まやかし」
【第39回 全国高等学校総合文化祭　滋賀大会（びわこ総文）】
● 7月30日～8月1日・栗東芸術文化会館きらら
　   ●朗読部門　　　　　 　・細野 阿希 出場

■百人一首部
【第37回 全国高等学校小倉百人一首かるた選手権 福岡県予選】
● 6月20日・福岡女子高校
　   ●団体戦　・優勝（全国大会出場）
　  （大神 佐英／山岡 祐貴／小松 美穂／富田 麻裕／馬場 ひなた／清水 秋帆／箱田 弥優／石和田 真希）
【第37回 全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会】
● 7月19日・20日・近江神宮
　   ●個人戦（B級1）　・4位  大神 佐英
【第39回 全国高等学校総合文化祭 滋賀大会（びわこ総文）】
● 7月29日～31日・守山市民体育館
　 ・文化連盟賞受賞

■空手道部
【全九州高等学校空手道大会】
● 7月10日～12日・佐賀県総合体育館
　   ●女子個人形　・第3位  森 百夏

■陸上部
【全校高等学校総合体育大会陸上競技対校選手権大会 北九州地区予選会】
● 6月18日～21日・長崎県立総合運動公園陸上競技場
　 ・総合優勝　全国大会出場
　   ●女子4×100mR ・第2位  田代／下川／青木／柳
　   ●女子走幅跳　　 ・第1位  下川 万里奈
　   ●女子4×400mR ・第1位  柳／田代／青木／下川
【全国高等学校総合体育大会】
● 7月29日～8月2日・和歌山県紀三井寺陸上競技場
　   ●女子4×100mR ・準決勝進出  田代／下川／青木／柳
　   ●女子走幅跳　　 ・予選出場　  下川 万里奈
　   ●女子4×400mR ・準決勝進出  柳／田代／井手／下川

●女子400mH　・準決勝進出  下川 万里奈
●女子七種競技 ・出場　　　  内田 まどか

●女子400mH　 ・第2位  下川 万里奈
●女子七種競技 ・第1位  内田 まどか

■コーラス部
【第70回 九州合唱コンクール福岡県予選】
● 8月2日・なかまハーモニーホール
　 ・金賞（九州大会出場）　・全日本合唱連盟理事長賞受賞
【第82回 NHK全国学校音楽コンクール福岡県予選】
● 8月4日・福岡市民会館
　 ・金賞（九州大会出場）
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テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
に
出
て
も
必
要
に
な
る

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す

た
ち
硬
式

テ
ニ
ス
部
の

顧
問
の
先
生
は
、

河
野
勝
吾
先
生
で

す
。先
生
は
、細
マ

ッ
チ
ョ
で
イ
ケ
メ
ン

で
す
。高
校
時
代
に

テ
ニ
ス
を
始
め
、高

校
３
年
生
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
、大
学
時
代
に

は
九
州
制
覇
を
成

し
遂
げ
た
と
い
う

驚
く
べ
き
成
績
を

お
持
ち
で
す
。そ
ん
な
河
野
先

生
か
ら
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。ア
ド
バ
イ

ス
は
、ど
れ
も
分
か
り
や
す
く
核

心
を
つ
い
た
も
の
ば
か
り
で
、努

力
の
大
切
さ
、諦
め
な
い
気
持

ち
、仲
間
の
大
切
さ
、感
謝
の
心

な
ど
、テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
の
心
構
え
は
も
ち
ろ
ん
、社

会
に
出
て
も
必
要
と
な
る
心
の

持
ち
方
や
常
識
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、私
に
は
印
象
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
団

体
戦
決
勝
の
試
合
中
、負
け
か

け
て
焦
っ
て
い
る
私
に「
コ
ー
ト

で
大
の
字
に
寝
ろ
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。大
勢
の
観
客
か
ら
す

れ
ば
変
わ
っ
た
行
動
に
映
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
通
り

に
し
た
私
は
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、

優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

苦
し
い
中
で
努
力
を
続
け
れ

ば
楽
し
さ
が
見
え
て
く
る
。結
果

は
や
っ
た
分
だ
け
出
る
。情
熱
的

で
厳
し
く
も
優
し
い
河
野
先
生

か
ら
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
、

今
後
も
様
々
な
場
面
で
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

私

高
校
硬
式
テ
ニ
ス
部
主
将・
今
里 

茜
さ
ん（
高
校
３
年
／
福
岡
市
立
長
尾
中
学
校
出
身
）

高等学校／硬式テニス部

高等学校・中学校

クラブ活動でがんばる生徒から担当の先生に
あてたメッセージを紹介するこのコーナー。今
回は高校硬式テニス部の主将からメッセージ
が届きました。

高等学校／硬式テニス部

クラブ活動でがんばる生徒から担当の先生に

クラブ活動の成果
河野勝吾先生（顧問）河野勝吾先生（顧問）

【部員数 （2015年7月現在）】

主な戦績
全国選抜大会24回出場。インターハイ10回出場。平成
27年度福岡県高等学校総合体育大会テニス大会第3位

【主な活動】
平日は19:00まで長住テニスクラブで、休日は9:00～
17:00まで校外のテニスコートで練習

●3年生…6人  ●2年生…5人  ●1年生…10人

ダ
ブ
ル
ス
強
化
中
！

１
列
目
が
２
年
生
、２
〜
３
列
目
が
１
年
生
で
す
。

１
列
目
が
２
年
生
、２
〜
３
列
目
が
１
年
生
で
す
。
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松
尾 

亜
希
さ
ん

（
幼
稚
園
／
風
雅
く
ん
の
お
母
さ
ん
）

ふ
う
が

稚
園
に
入
園
す
る
前
、長
男
の
大
切
な
お
友
だ
ち
が

東
京
に
引
っ
越
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
だ
３
歳
、次
は

い
つ
遊
べ
る
の
？
と
聞
か
れ
、困
っ
て
電
話
で
話
す
日
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
友
だ
ち
か
ら
引
っ
越
し
前
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
ら

っ
た
本
が
あ
り
ま
す
。

　
『
せ
か
い
い
ち
の
お
と
も
だ
ち
』
―
こ
の
本
は
大
切
な

お
友
だ
ち
が
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、さ
び
し
く
て
仕
方
な

く
、何
も
手
に
つ
か
ず
、次
に
会
え
る
日
を
ひ
た
す
ら
に
待

ち
続
け
る
、切
な
く
優
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

大
切
な
お
友
だ
ち
は
遠
く
に
い
て
も
お
友
だ
ち
。い
つ
も

は
会
え
な
く
て
も
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
す
ぐ
に
な
じ
み
、仲

良
く
遊
ぶ
二
人
は
ず
っ
と
友
だ
ち
だ
よ
、と
教
え
て
く
れ
る

本
で
す
。読
む
た
び
に
お
友
だ
ち
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
、３
年
、年
長
に
な
っ
た
長
男
は
、最

近
、幼
稚
園
に
置
い
て
あ
る
落
語
の
本
を
読
む
の
が

楽
し
み
で
す
。次
は
ど
ん
な
お
話
し
な
ん
だ
ろ
う
と

親
子
で
借
り
て
き
た
日
は
真
っ
先
に
本
を
眺
め
て
い

ま
す
。全
巻
借
り
て
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
も
夏
休
み
に
、１
日
だ
け
そ
の
お
友

だ
ち
と
遊
ぶ
日
を

約
束
し
ま
し
た
。そ

の
日
ま
で
は『
せ
か

い
い
ち
の
お
と
も
だ

ち
』を
読
み
な
が
ら
、

我
が
子
は
会
え
る
日

を
楽
し
み
に
す
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

引
っ
越
し
し
た
お
友
だ
ち
を
待
ち
続
け
る

切
な
く
優
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

幼
親
子
で
読
み
た
い
！

こ
こ
ろ
に
響
く
絵
本

5

寄稿
連載

　
幼
稚
園
で
は
全
職
員
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
、わ
ず
か
で

も
異
変
を
感
じ
た
ら
熱
を
測
っ

て
、平
熱
な
ら
経
過
を
観
察
。

37
度
５
分
以
上
の
場
合
は
、保

護
者
の
方
が
お
迎
え
に
来
ら
れ

る
ま
で
、責
任
を
持
っ
て
症
状

に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、横
に
な
っ
て
も
眠

れ
な
い
時
は
、不
安
を
取
り
除

く
た
め
に
、絵
本
を
読
ん
だ
り
、

一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
す
る
な

ど
、体
に
負
担
の
な
い
遊
び
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
家

庭
で
も
気
持
ち
ま
で
ケ
ア
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

│
予
防
す
る
方
法
や
注
意

す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。　

ウ
イ
ル
ス
は
、接
触
や
飛
ま

つ
、経
口
と
、様
々
な
感
染
ル
ー

ト
で
体
内
に
侵
入
し
ま
す
。よ
っ

て
、う
が
い・
手
洗
い
が
感
染
予

防
の
基
本
。月
に
１
度
の
身
体

測
定
の
際
に
は
、｢

手
に
は
、熱

を
出
し
た
り
、お
腹
を
痛
く
す

る
バ
イ
キ
ン
が
い
っ
ぱ
い
付
い
て

て
し
ま
う
ん
だ
よ｣｢

お
セ
キ
が

出
る
時
は
、手
で
マ
ス
ク
を
し
よ

│
夏
風
邪
や
手
足
口
病
、と

び
ひ
な
ど
が
治
ま
っ
た
か
と
思

っ
た
ら
、秋
冬
に
増
え
る
感
染

症
が
あ
る
と
か
。ど
う
し
て
で

す
か
。

　
秋
冬
に
感
染
症
が
増
え
る
第

一
の
理
由
は
、空
気
が
乾
燥
し

て
ウ
イ
ル
ス
の
繁
殖
が
活
発
に

な
る
か
ら
で
す
。ま
た
、残
暑
で

体
力
が
落
ち
て
い
た
り
、秋
口

の
急
な
寒
さ
に
体
が
順
応
で
き

な
い
こ
と
も
理
由
の
一
つ
。そ

も
そ
も
、子
ど
も
た
ち
は
免
疫

力
を
ま
だ
十
分
に
獲
得
し
て
い

な
い
た
め
、感
染
症
に
罹
り
や

す
い
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、不
調
を
上
手
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、

辛
さ
を
我
慢
し
て
い
る
子
ど
も

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。｢

い
つ

も
よ
り
元
気
が
な
く
て
、ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る｣｢

食
事
を
残
す｣
｢

顔
色
が
悪
い｣｢

目
が
充
血
し

て
い
る｣｢

理
由
も
な
く
機
嫌
が

悪
か
っ
た
り
、す
ぐ
に
泣
き
だ
し

た
り
す
る｣

と
い
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、そ
れ
は
不
調
の
サ
イ

ン
か
も
。日
頃
の
様
子
を
よ
く

把
握
し
、い
ち
早
く
違
い
に
気
づ

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

う
ね｣

と
語
り
か
け
て
、予
防
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、テ
ー
ブ
ル
や
ド
アノ
ブ
な
ど

を
担
任
が
毎
日
消
毒
す
る
と

と
も
に
、汚
物
処
理
セ
ッ
ト
を

使
う
こ
と
で
嘔
吐
物
な
ど
に
よ

る
感
染
の
拡
大
も
防
い
で
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、

ご
家
庭
で
も
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、温
度
・
湿
度
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
、ウ
イ
ル
ス
を
寄

せ
つ
け
な
い
体
づ
く
り
の
た
め

の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
事

で
す
。ま
た
、十
分
な
睡
眠
で
体

を
休
め
る
こ
と
も
大
切
。イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種

も
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
当
園
で
は
、毎
日
、各
ク
ラ
ス

の
欠
席
理
由
を
集
計
し
、職
員

会
議
で
状
況
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、感
染
症
の
予
防
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、不
調
の

時
も
安
心
し
て
保
健
室
で
過
ご

せ
る
よ
う
、子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
声
か

け
を
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

ど
ん
な
場
合
も
最
適
の
対
応
が

で
き
る
よ
う
日
々
勉
強
も
。心

配
な
こ
と
や
不
安
、分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。一
緒
に
、子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
毎
日
を
守
り

ま
し
ょ
う
！

今回のテーマ

島津 麻里教諭（養護）

今回
のお話当番

高齢者施設勤務から現職へ。
社会福祉士・養護教諭第一種

～繁殖力が増すウイルスから子どもたちを守るには？～

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と

十
分
な
睡
眠
が
大
切
に

乾
燥
し
た
空
気
は
感
染
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
原
因
に
。

気
温
の
急
変
に
も
注
意
を

子
育
て
お
役
立
ち
情
報

幼稚園

『秋冬に増える感染症 について』
vol.5

幼稚園

人間形成において大事な幼児期。思わぬことの連続で、ご心配の保護者もいらっしゃることでしょう。
ここではそんな心配や不安を吹き飛ばし、“ほっと”していただけるようお話をお届けします。

「せかいいちのおともだち」
●カール・ノラック 作／クロード・K・デュボワ 絵／河野 万里子 訳
　ほるぷ出版 刊
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写真で見る筑女生の「今」

大学・短期大学部

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

▶今後の予定  【  大学・短期大学部 】

7
月
31
日
、Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
と
の
教
育

連
携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
連
携
協

定
は
、将
来
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
や
グ
ラ
ン
ド
ス

タ
ッ
フ
を
目
指
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
、と
て
も
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

8月4日、黒川温泉観光旅館協同組合と連携協定を締結しました。調印式に
は南小国町の高橋町長にもご列席いただきました。黒川温泉の「おもてなし」
の心に学び、学生の視点から同温泉について考える教育プログラムです。

黒川温泉連携協定調印式
8月10日、地元の成人式もいいけれど筑女の友達とも成人式をし
ようよ。という想いから学友会主催の「夏の成人式」が行われまし
た。「二十歳は筑女で。」を表現した思い出深い一日となりました。

夏の成人式
7月19日、オープンキャンパスが行われ、多くの高校生や保護者に来
場いただきました。お越しいただいたみなさんを気持ち良くお迎えしよ
うと、お揃いのピンクのシャツを着た学生スタッフが大活躍しました。

OPEN CAMPAS

学生チャレンジプロジェクト選考会
6月16日、ネパールにて発生した大地震に対し、
教育の面から復興を支援するプロジェクトの説
明会が行われ、約100名の学生が参加しました。

ネパール大地震復興教育支援プロジェクト説明会
6月19日、本学県人会の主催でヤフオクドームにてホークス戦を観戦し
ました。皆が心をひとつにホークスを応援し、シーソーゲームを見事に制し
てサヨナラ勝ちを収めました。（昨年に続き2度目のサヨナラ勝ちでした！）

県人会主催 ソフトバンクホークス試合観戦

6月20日、後援会総会・保護者懇談会が行われました。本学の各種支
援体制の説明、学生のキャンパスライフ、サークルの発表、事業報告を
通して保護者の方々へ本学の取り組みを説明させていただきました。

後援会総会・保護者懇談会
7月6日、ハワイ・オーストラリア・韓国・マレーシアから来た留学生6
名の歓迎の意をを込めて、ウェルカムパーティーが開かれました。本学
の学生がダンスや合気道を披露し、留学生は興味深々の様子でした。

留学生ウェルカムパーティー
7月15日、教員採用試験に向け壮行会が行われました。試験に向けて
の心構えや学生代表からのあいさつの後、皆で円陣を組んで気合を注入
しました。夜遅くまで残って勉強した努力は、決して無駄にはなりません。

教員採用試験 壮行会

開催内容日程 開催場所
保護者懇談会

9月修了式（院）
卒業式（大・短）

後期開講

キャンパス説明会

宮崎・大分

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

9月12日（土）

9月24日（木）

9月25日（金）

9月27日（日） 

開催内容日程 開催場所
高校生授業見学

全学礼拝（報恩講）

一般入試（前期）※

定期試験

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

CJ Topics

学
園
の
話
題

大・短

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●大学・短期大学部「公式Facebookページ」
http://www.facebook.com/ChikushiJogakuenUniversity

●大学・現代社会学部「公式Facebookページ」
https://www.facebook.com/CJ.gensha

【大学・短期大学部】 【大学・現代社会学部】

6月10日、学生が企画した取り組みに予算が与えられる「学生チャレン
ジプロジェクト」の選考のための発表会が行われました。学生は緊張し
ながらも一生懸命考えた企画を発表し、3件の企画が採択されました。

11月  3日（火）

11月10日（火）

  1月30日（土）

2月2日（火）～8日（月）

※詳細については、本誌裏表紙をご参照ください。

Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
と
の

教
育
連
携
協
定



写真で見る筑女生の「今」

高等学校・中学校

CJ Topics

学
園
の
話
題

高・中

幼稚園

▶今後の予定  【  高等学校・中学校 】

5
月
9
日
、奈
良
教
区
教
恩
寺
住
職
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る「
や
な
せ 

な
な 

師
」を
講
師

に
お
迎
え
し
て
ご
法
話
を
い
た
だ
き
、学
園
の
創
立
記

念
式
典
と
あ
わ
せ
て
釈
尊
と
親
鸞
聖
人
の
誕
生
を
お

祝
い
す
る
法
要
を
勤
め
ま
し
た
。

7月1日、体育館にてクラスマッチが開催されまし
た。競技種目はドッジボールと長縄跳び！ クラス
で一致団結し、熱い闘いが繰り広げられました。

7月3日・17日、福岡市弁護士会の先生方を講師に迎え、高
校３年生を対象に論理的・説得的な文章を書けるようにな
ることを目標とした小論文指導の研修会を行いました。

7月16日、父母教師会・国際理解委員会による浴衣の着付けや茶
道・華道の体験プログラムを香風亭（茶室）にて開催しました。色鮮
やかな浴衣を身にまとった生徒たちが、茶道と華道を体験しました。

7月4日、中学校の学校紹介・見学会を開催しまし
た。学校生活や学習についての説明や、体験授業や
施設見学など生徒がガイド役となって行いました。

7月1日、九電記念体育館にて「星飛(スタート)」
のスローガンのもと高校の体育祭を開催しまし
た。白熱した競技や演技が繰り広げられました。

5月23・24日、テーマ「最・彩・祭～最高に 新しい 彩
りを～」のもと、筑女生全員がそれぞれの個性の色
を十分に発揮できた彩り溢れた祭典となりました。

6月8日、浄土真宗本願寺派ハワイ別院のガールズ
スカウトの中高生との交流会を開催。校舎見学や
茶道体験を行い、食堂にてランチを楽しみました。

6月16日、福岡県が友好提携しているタイ・バンコク都との交流
事業の一環として本校を訪問され、交流会を行いました。タイの民
族舞踊を披露いただき、本校宗教部による雅楽を演奏しました。

高等学校 ディベート小論文研修会 日本文化体験プログラム

タイ・バンコク都青少年交流団との交流会 中学校 クラスマッチ

中学校 学校紹介・見学会

高等学校 体育祭

紫苑祭（文化祭） ハワイ別院ガールズスカウトとの交流会
5月26日、大濠公園能楽堂にて伝統芸能であ
る「能」や「狂言」を鑑賞しました。改めて日本の
伝統文化について考える良い機会となりました。

高等学校 能・狂言鑑賞会
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Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●中学校ブログ「筑女って!!」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/j/blog/

●高等学校ブログ「CJチャンネル」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/blog/

【中学校】 【高等学校】

開催内容日程 開催場所
中学・高校 前期終業式

中学 体育祭

高校 学校紹介・見学会

高校 ナイト説明会

中学 ナイト説明会

警固キャンパス

九電記念体育館

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

開催内容日程 開催場所
高校 修学旅行

中学 入試※

高校 専願入試※

高校 前期入試※

高校 後期入試※

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

国内コース
海外コース12月7日（月）～11日（金）

1月11日（月・祝）

  1月26日（火）

  2月  5日（金）

  2月13日（土）

※詳細については、本誌裏表紙をご参照ください。

  9月30日（水）

10月21日（水）

10月24日（土）

11月17日（火）・20日（金）

花
ま
つ
り
・
宗
祖
降
誕
会
・

創
立
記
念
式
典
・
お
茶
会

11月9日（月）・18日（水）
・27日（金）



▶今後の予定  【  幼稚園 】

写真で見る筑女生の「今」

幼稚園

5
月
8
日
、み
ん
な
で
花
御
堂
を
作
っ
て
、み
ほ
と
け

様
の
誕
生
日
を
祝
う「
花
ま
つ
り
」を
行
い
ま
し
た
。

花
ま
つ
り

7月11日、短期大学部幼児教育科の学生によ
る劇を観に、中高の講堂にお出掛けしました。一
緒に歌を歌ったり、楽しい時間を過ごしました。

5月15日、お家の人と一緒に芋苗植えをしまし
た。秋には焼きいもをして食べる予定です。どん
なお芋ができるかな？

観劇会
7月2日、年長お店屋さんの開店日は、どのクラ
スもお客さんで大賑わい！年少さんや年中さんに
も親切に対応してくれました。

年長 お店屋さん

5月19日、親鸞様のお誕生日を祝う「降誕会」を
行いました。年長のお当番さんが、みんなの代表
で、献灯・献花・献香をしてくれました。

降誕会年中 参観

6月5日、自分たちでちぎった梅と、保護者から
頂いた梅を使って、梅ジュース作りをしました。黄
金色のおいしいジュースが出来上がりましたよ！

うめジュース作り

7月6日～8日の3日間、年長組では味噌作りを
行いました。自分達で育てているお米ができる頃
には美味しい味噌が出来上がっているはずです。

年長 味噌作り

◀こちらからも
アクセスできます

Webサイト情報

●幼稚園ブログ「みてみて！げんきな筑女っ子」
http://www.chikushi.ac.jp/knd/blog/
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各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

5月28日、年長さんは大きなリュックを背負って、
油山へ登山に出掛けました。長い道のりもみんな
と登るとへっちゃら！心も体も大きくなりました。

年長 油山登山

5月23日・6月13日、お父さんの会「らいおんぐ
み」の活動日でした。子ども達のために花壇の整
備や坂道の清掃、草取りをしてくださいました。

お父さんの会（らいおんぐみ）

5月29日、お家の人に来てもらって、一緒に給食
を食べたり遊んだりしながら、楽しい1日を過ご
しました。みんなの笑顔が弾けていました。

年少 参観

※詳細については、本誌裏表紙をご参照ください。

開催内容日程 開催場所
オープンキャンパス

運動会

入園説明会

秋の遠足

竹馬づくり

幼稚園

幼稚園

幼稚園

未定

幼稚園

開催内容日程 開催場所
願書受付※

終園式

餅つき

始園式

竹馬披露会

11月  1日（日）

12月18日（金）

12月19日（土）

  1月  7日（木）

  1月30日（土）

  9月12日（土）

10月  3日（土）

10月14日（水）

10月23日（金）

10月31日（土）

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園
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こ
の
決
算
書
は
、学
校
法
人
筑

紫
女
学
園
が
設
置
す
る
筑
紫

女
学
園
大
学
大
学
院
、筑
紫
女
学
園

大
学
、筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学

部
、筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
、筑
紫
女

学
園
中
学
校
、筑
紫
女
学
園
大
学
短

期
大
学
部
附
属
幼
稚
園
及
び
補
助
活

動（
研
修
所
、寮
な
ど
）を
総
合
計
し
た

学
園
全
体
の
計
算
書
で
あ
り
、監
査

法
人
よ
り
適
正
で
あ
る
旨
の
報
告
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

金
収
支
計
算
書
は
、当
該
年

度
の
資
金
の
流
れ
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

　
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
か
ら
資

金
収
入
調
整
勘
定
ま
で
の
資
金
収
入

は
、総
額
６４
億
９
，０
８
８
万
円
で
、こ

れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
３６
億
８
，

７
３
６
万
円
を
加
え
た
収
入
の
部
合

計
は
１
０
１
億
７
，８
２
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
人
件
費
支

出
か
ら
資
金
支
出
調
整
勘
定
ま
で
の

資
金
支
出
は
、総
額
６５
億
９
，６
９
９

万
円
で
、収
入
の
部
合
計
か
ら
資
金
支

出
を
引
い
た
次
年
度
へ
の
繰
越
金
は
、

３５
億
８
，１
２
５
万
円
と
な
り
、前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
と
比
べ
る
と
、１
億

６
１
１
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

費
収
支
計
算
書
は
、収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
、企
業
で
は
損
益
計
算
書

に
相
当
す
る
も
の
で
す
。厳
し
い
環
境

の
中
、採
算
を
考
え
な
が
ら
経
営
を
行

う
に
は
、重
要
な
計
算
書
で
す
。

　
帰
属
収
入（
企
業
で
い
う
収
益
）は
、

総
額
５３
億
３
，７
６
２
万
円
で
、こ
れ

に
対
し
て
消
費
支
出（
企
業
で
い
う
費

用
）は
５２
億
３
，５
０
４
万
円
で
、帰
属

収
支
差
額
は
１
億
２
５
８
万
円
の
帰

属
収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し

学
生
生
徒
数
の
減
に
よ
り
、一
般
的
に

経
営
状
況
を
み
る
指
標
と
さ
れ
て
い

る
帰
属
収
支
差
額
比
率（
※
1
）は

1.9
％
と
、大
学
法
人（
医
歯
系
法
人
を

除
く
）の
全
国
平
均
5.2
％（
平
成
25
年

度
）を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
帰
属
収
入
か
ら
施
設
設
備
等

の
取
得
に
充
て
た
額
に
相
当
す
る
基

本
金
組
入
額
４
億
９
，０
３
７
万
円
を

控
除
し
た
額
の
消
費
収
入
は
４８
億
４
，

７
２
５
万
円
で
、消
費
収
支
差
額
は
３

億
８
，７
７
９
万
円
の
消
費
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
大
学
の
将
来

に
向
け
て
の
第
２
号
基
本
金
積
立
額

３
億
円
と
、中
学・高
等
学
校
校
舎
及

び
体
育
館
工
事
に
伴
う
借
入
金
の
返

済
額
１
億
２
，８
４
５
万
円
を
含
む
基

本
金
を
組
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
が
、今
後
は
消
費
収
入
と
消
費
支

出
が
長
期
的
に
均
衡
す
る
よ
う
に
経

営
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

借
対
照
表
は
、平
成
２７
年
３

月
３１
日
現
在
の
財
政
状
態
を

示
す
も
の
で
す
。

　
総
資
産
は
、２
３
７
億
１
，７
３
２

万
円
で
前
年
度
よ
り
９
，９
６
１
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
負
債
総
額
は
、２６
億
４
８
６
万

円
で
前
年
度
末
よ
り
２
億
２
１
９
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
主
な
要
因

は
、中
学
校・高
等
学
校
校
舎
及
び
体

育
館
工
事
に
伴
う
借
入
金
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
末
の
純
資
産（
資
産
総
額

－

負
債
総
額
）は
、２
１
１
億
１
，２

４
６
万
円
で
、前
年
度
末
よ
り
１
億
２

５
８
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。資
産
総

額
に
占
め
る
純
資
産（
自
己
資
金
）の

割
合
は
89
％
と
な
り
、前
年
度
末
の

88・２
％
を
0.8
％
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、基
本
金
は
２
１
４
億
９
，１
４

６
万
円
で
、遊
休
資
産
取
崩
８
億
６
，

５
８
７
万
円
を
含
め
て
前
年
度
末
よ

り
３
億
６
，４
７
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

消

平
成
26
年
度
　
決
算
報
告
に
つ
い
て

学園

資
金
収
支
計
算
書

に
つ
い
て

1

消
費
収
支
計
算
書

に
つ
い
て
（
表
2・資
料
2
）

（
表
1・資
料
1
）

2

資

表1／資金収支計算書 平成26年4月1日から平成27年3月31日まで （単位：千円）

収入の部 支出の部

学生 生 徒 等 納 付 金 収 入

手 　 数 　 料 　 収 　 入

寄 　 付 　 金 　 収 　 入

補 　 助 　 金 　 収 　 入

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 収 入

雑 　 　 収 　 　 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

収 入 の 部 合 計

科　目 金　額 科　目

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

資 金 支 出 調 整 勘 定

次 年 度 繰 越 支 払 資 金

支 出 の 部 合 計

3,418,100

781,189

311,766

2,030

128,450

95,881

159,376

1,522,286

365,513

△ 187,603

3,581,249

10,178,237
「基準」第6条では、資金収支計算の目的は、①毎会計年度、当該会計年度の諸活動に対応する全ての収入と支出の内容　②当該会計年度における支払資金の収入及び支出の
てん末を明らかにするために行うものとなっています。

貸
借
対
照
表

に
つ
い
て（
表
3
・
資
料
3
）

3貸

資金収支差額

資金収入
64億9,088万円

前年度繰越支払資金
36億8,736万円

収入の部合計  101億7,824万円

資金支出
65億9,699万円

次年度繰越支払資金
35億8,125万円

支出の部合計  101億7,824万円

1億611万円

資
料
1
／
資
金
収
支
計
算

【資金収入】…学生生徒等納付金収入から
　　　　　　資金収入調整勘定までの合計
【資金支出】…人件費支出から
　　　　　　資金支出調整勘定までの合計

※資金支出が資金収入を上回り、
　その結果、繰越金が
　1億611万円減りました。

学 園

（※１）帰属収支差額比率＝（帰属収入－消費支出）／帰属収入
　　　企業でいうところの｢単年度の利益率｣。この比率がプラスで大きくなるほど自己資金は充実されていることとなり、経営に余裕があるものとみなすことができる。

CJ Information

平
成
26
年
度  

決
算
報
告
に
つ
い
て

金　額

4,022,596

72,162

36,666

944,400

90,748

700,200

79,683

351,710

598,222

△ 405,502

3,687,352

10,178,237
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表2／消費収支計算書 平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

表3／貸借対照表 平成27年3月31日 （単位：千円）

帰属収入
53億3,762万円

消費収入
48億4,725万円

基本金組入額
4億9,037万円

帰属収入合計  53億3,762万円

消費支出
52億3,504万円

消費支出の部合計  52億3,504万円

資
料
2
／
消
費
収
支
計
算

1億258万円帰属収支差額

資 産 の 部 負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部

金　額

20,052,195

11,904,209

8,147,986

3,665,122

23,717,317

金　額科　目

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

基 本 金

基 本 金 の 部 合 計

翌年度繰越消費支出超過額

消 費 収 支 差 額 の 部 合 計

1,689,051

915,807

2,604,858

21,491,457

21,491,457

378,998

△ 378,998

23,717,317

科　目

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

その他の固定資産

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

「基準」第15条では、消費収支計算の目的は、当該会計年度の消費収入及び消費支出の内容と均衡の状態を明らかにするために行うものとなっています。

貸借対照表は年度末における資産、負債、正味財産（基本金・消費収支差額等）の状態、すなわち、学校法人にはその時点で、どのような資産がどれだけあり、どの様な負債がいくら
あるかなど、法人の保有する財産の権利義務関係（保有状況）を表示し、その結果、純資産（正味財産）がいくらになっているか（財政状態）をあらわすものとなっています。

資
料
3
／
貸
借
対
照
表

消費収入の部 消費支出の部

金　額 金　額

4,022,596

72,162

42,953

944,400

90,748

250

164,508

5,337,617

△ 490,366

4,847,251

3,548,898

1,266,192

403,872

2,030

14,048

5,235,040

387,789

846,277

855,068

378,998

科　目

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

補 助 金

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 差 額

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基 本 金 組 入 額 合 計

消 費 収 入 の 部 合 計

科　目

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

借 入 金 等 利 息

資 産 処 分 差 額

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

基 本 金 取 崩 額

翌年度繰越消費支出超過額

9,961万円  資産減

（主に中高校舎建設借入金の返済による）

資産の部
238億1,693万円
（100.0％）

資産の部
237億1,732万円
（100.0％）

【
今
年
度
】

【
昨
年
度
】

＝＝
238億1,693万円

消費収支差額の部③
△3億7,900万円（△1.6％）

基本金の部②
214億9,146万円（90.6％）

消費収支差額の部③
△8億4,628万円（△3.6％）

基本金の部②
218億5,616万円（91.8％）

負債の部①
26億486万円（11.0％）

2億219万円  負債減

負債総額①＋純資産額（②＋③） 237億1,732万円負債総額①＋純資産額（②＋③） 238億1,693万円

（比率 ＋0.8％増）

1億258万円  自己資金増
純資産（自己資金）
211億1,246万円
（89.0％）

純資産（自己資金）
210億988万円
（88.2％）

負債の部①
28億705万円（11.8％）

237億1,732万円

（単位：千円）

【帰属収入】…学生生徒等納付金から雑収入まで   
【消費収入】…帰属収入＋基本金組入額   
【消費支出】…人件費から予備費まで   
【消費収支差額】…消費収入-消費支出   
【帰属収支差額】…帰属収入-消費支出

△ 3億8,779万円消費収支差額
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2016（平成28）年度入学試験要項

●入試要項の詳細はホームページでも紹介しています。［ホームページアドレス］http://www.chikushi.ac.jp

学校名 学部･学科・専攻・コース 入学試験の種類定員･募集人員

大
　
　学

高等学校

大学院

普通科

後期入試50名
（特進5名を含む）

幼稚園

人間科学研究科

願書受付期間 試験日 合格発表日
一般入試
社会人入試

外国人留学生入試
学内進学入試

  2月17日（水）

220名 2015年12月16日（水）～2016年1月8日（金）必着
ただし、2015年12月26日（土）～2016年1月5日（火）の受付はいたしません。 1月11日（月・祝）   1月13日（水）

10名

2015年11月1日（日）

2016年  1月20日（水）～  1月22日（金）

2016年1月29日（金）～2月3日（水） ※土日は除く

2016年  2月9日（火）～  2月12日（金）

1期 10月11日（日） 10月20日（火）2015年10月  1日（木）～10月  8日（木）

2期   2月23日（火）  2月12日（金）2016年  1月25日（月）～  2月  3日（水）

※両日とも面接
11月2日（月）・4日（水）

　　  

90名
90名
70名

【文学部】
日本語・日本文学科
英語学科
アジア文化学科

【人間科学部】
人間科学科人間関係専攻
　発達臨床心理コース
　社会福祉コース
人間科学科人間形成専攻
　初等教育コース
　幼児保育コース

70名
60名

50名
100名

【現代社会学部】
現代社会学科 190名

ホームページ上にて
お知らせします

大学一般入試（前期日程）の試験会場は、本学以外にも北九州・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島があります。　大学では外国人留学生特別入試、海外帰国生特別入試も実施します。詳しくはホームページをご覧ください。

中学校

  2月13日（土）

前期入試230名
（特進80名を含む）   2月  9日（火）  2月  5日（金）

専願入試100名
（特進5名を含む）   1月28日（木）  1月26日（火）

1期
2期

指定校推薦入試 11月15日（日） 11月25日（水）2015年11月  2日（月）～11月10日（火） 
公募推薦入試 12月20日（日） 12月25日（金）2015年12月  1日（火）～12月14日（月） 

自己推薦入試 12月19日（土） 12月25日（金）2015年12月  1日（火）～12月14日（月） 
  3月15日（火）   3月18日（金）2016年  2月25日（木）～  3月10日（木）

一般入試（前期日程）   1月30日（土）   2月16日（火）2016年  1月  7日（木）～  1月22日（金） 
センタープラス型入試   2月16日（火）2016年  1月  7日（木）～  1月22日（金） 
一般入試（後期日程）   3月13日（日）   3月18日（金）2016年  2月17日（水）～  3月  8日（火）
大学入試
センター試験
利用入試

1月16日（土）・17日（日）
大学入試センター試験
※本学での個別試験は課さない

  2月16日（火）2016年  1月  7日（木）～  1月27日（水）
  3月  8日（火）2016年  2月17日（水）～  2月29日（月）
  3月18日（金）2016年  3月  3日（木）～  3月14日（月）

10月11日（日） 10月20日（火）2015年10月  1日（木）～10月  8日（木）

  2月12日（金）   2月23日（火）2016年  1月25日（月）～  2月  3日（水）
海外帰国生特別入試   2月12日（金）   2月23日（火）2016年  1月25日（月）～  2月  3日（水）

1期

2期

1期
2期
3期

筑
紫
女
学
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か
ら
の

お
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◆
幼
稚
園
へ

　第
43
回
卒
園
生
保
護
者
会  

様

　・
日
除
け
　一
張

寄
贈寄
付（
順
不
同
）

就
任

●
理
事

　若
原 

道
昭（
大
学・短
期
大
学
部
副
学
長
）

（
平
成
27
年
5
月
29
日
付
）

理
事
会
・
評
議
員
会

採
用

（
平
成
27
年
8
月
1
日
付
）

人
事

森
　
　浩
明

事
務
局
次
長

採
用

●
事
務
職
員

法
人
本
部
事
務
局

P r o f e s s o r s ’Wo r k s  ～先生方の著作紹介～

青弓社 刊
2,000円（税別）
2015年6月発行

●大城 房美 著（大学英語学科教授）
少女マンガやＢＬ＝ボーイズラブ、女性マンガ
といったジャンルの受容と、異文化に溶け込ん
だ表現の広がりについて、事例を挙げながら
紹介。 女性表象の可能性を探る。

『女性マンガ研究 ～欧米・日本・アジアをつなぐMANGA～』

編入学試験
社会人特別入試
外国人留学生特別入試

お申込み・お問合せ

＊お申し込みの際は、①受講希望講座名②氏名（フリガナ）③郵便番号④住所⑤電話番号・FAX番号をご記入ください。  ＊定員に達した場合は、締切りとなりますのでご了承ください。
＊お預かりした個人情報は適切に管理し、公開講座運営以外に使用することはありません。

TEL／092（925）9685   FAX／092（925）8319
Eメール／gakushu@chikushi-u.ac.jp

筑紫女学園大学生涯学習センター
〒818-0192  福岡県太宰府市石坂2丁目12-1

お申込み方法
ハガキ・FAX・Eメールまたは
本学ホームページより
（Eメールは右のQRコードから）
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江帥・大江匡房の
太宰府詠②

筑紫女学園大学
1号館2階
1202教室

一般／
20名

11月14日(土）
14:00～17:00

大江匡房は漢学者として名高いが、後の「百人一首」にも入るように和歌も
良く詠みました。彼は永長2年(1097)大宰権帥に任ぜられ大宰府に赴任し
ています。筑紫の地で詠まれた匡房の和歌を読んでいきます。
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筑紫女学園大学
8号館1階
8103教室

一般／
30名感覚を考える

今の子どもたちの中に、感覚の過敏さや鈍麻を持っている子が多くいます。そ
のためにさまざまな困難を抱えていることもあります。発達の過程の中で感覚
が果たす役割を見ていき、感覚によるつまずきがどのようなものかを考え、ど
のように支援していったらよいかを考えます。

平成28年
2月20日(土)
10:00～12:00
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① 10月31日(土)
② 11月  7日(土)
③ 11月14日(土)
14:00～16:00

大学院入門講座「人間理解と支援」
①生きづらさを感じている人々
②移行期における支援について
③鄭成功表象に見る東アジアの未来

太宰府市
いきいき情報センター
（太宰府市五条3-1-1）

一般／
50名

大学院人間科学研究科は言語・文化系、福祉・心理系と学際的に学べる大
学院です。今回は「人間理解と支援」というテーマで大学院担当教員の専門
分野からお話します。人間が生きていく中で、人と人が繋がり、人をどう理解
し支援し、文化がどう形成されるのかなど理解するきっかけになるのではな
いでしょうか。
①大人の発達障害の理解と支援  ②乳幼児の理解と支援  ③文化理解

① 10月11日(日)
② 12月  6日(日)
各10:00～15:30
(12:00～13:30休憩)

音楽と自然による
ともいき
～ガムラン・ワークショップと
　“筑女の森”自然観察～

筑紫女学園大学
飛翔会館３階

スクヮーヴァティーホール
及び学内高雄山遊歩道

一般／
30名

※各回完結、
複数回受講可

アジアの音楽と森の自然に親しむプログラムです。「ガムラン」はインドネシア
の豊かな森に暮らしていた人たちが生み出した合奏音楽です。午前は「ガム
ラン」の演奏を楽しみ、午後は本学の“筑女の森”で音楽から感じられた森の
力を体感していただきます。
10月は＜秋の木の実観察＞、12月は＜炭オブジェ作り＞を計画しています。
※森で活動できるような靴や服装でおいでください。※ガムランは床に座って演奏します。
※昼食・飲物は各自でご用意ください。 ※雨天の場合は、室内で講義の予定です。

12月16日(水)
19:00～20:30

仏教専修課程入門講座
－親鸞思想へのいざない－

光蓮寺
梵響会館ホール

(太宰府市宰府1-10-23）

一般／
50名

筑紫女学園大学では、浄土真宗の教えを詳しく学ぶためのコース、「仏教専
修課程」があります。本願寺派の僧侶や住職を目指す方のみならず、一般の
方でより体系的に仏教や親鸞の思想を学びたいという方を対象に開かれて
いる課程です。仏教専修課程に少しでも興味をお持ちの方を対象に、仏教専
修課程入門講座としてプレ講義を開催いたします。男性の方の受講も歓迎い
たします。大学で行われている仏教・真宗に関する講義を体験してください。
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筑紫女学園大学 公開講座2015（平成27）年度 後期 受講料無料
講座名 日時 会場 対象 内容

一般／
各70名

① 10月  3日(土)
② 10月10日(土)
③ 10月17日(土)
④ 10月24日(土)
⑤ 11月  7日(土)
各15:00～16:30

第22回 仏教学研究室公開講義
「ビジュアル ～親鸞の歩んだ道～」
①青年期の親鸞
②専修念仏にであった親鸞
③越後から関東へ旅する親鸞
④関東時代の親鸞
⑤晩年の親鸞

親鸞の生涯をゆかりの地や『親鸞伝絵』などの写真資料とともに紹介します。
京都に生を受け、比叡山で修業をしたのちに法然門下に入り専修念仏にで
あった親鸞は、弾圧によって越後に流されます。その後、関東・京都と居を移し
ながら行われた、親鸞の伝道の足跡をたどりながら、疑似体験してみましょう。
①誕生・出家・比叡山での修学　　　　④関東での伝道生活・『教行信証』の制作
②専修念仏入門・専修念仏弾圧・流罪　⑤著述活動・善鸞義絶事件・往生
③越後での生活・佐貫の三部経千回読誦・恵信尼消息

筑紫女学園高等学校
水月ホール

（福岡市中央区警固2-8-1）




